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とかち帯広空港の
30年後の将来イメージ
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今月の紙面

データで知る帯広

人口▶166,275人
 （前月比＋28人）

　男▶79,316人
　女▶86,959人
世帯▶88,225世帯
 （前月比＋12世帯）

4件（前月比＋3件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,380t
（前年同月比＋35t）

597t
（前年同月比＋59t）

9月末の人口と世帯数

9月の火災発生件数

9月の家庭ごみ排出量
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お
び
ひ
ろ

お
び
ひ
ろ

いのちを守る
住宅用火災警報器 …3

住宅用火災警報器は、住宅
内で起きた火災をいち早く
感知し、知らせることで、
火災の被害を最小限に抑え
てくれます。

市長への手紙

まちづくりに皆さんの声を
生かします。市政に関する
ご意見、ご要望
などをお寄せく
ださい。

30
年
間
の

運
営
委
託
契
約
を
締
結

　

と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
昭
和
56
年
に

現
在
の
場
所
に
開
港
し
、
滑
走
路
な
ど

の
施
設
は
市
が
、
旅
客
・
貨
物
ビ
ル
は

民
間
事
業
者
の
帯
広
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
株
式
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
、
運

営
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
、
市
は
、
北
海
道
エ
ア
ポ

ー
ト
株
式
会
社
（
以
下
、「
運
営
者
」）と

30
年
間
に
わ
た
る
帯
広
空
港
運
営
事
業

の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
内
の
空
港
（
新
千
歳
、
稚
内
、

釧
路
、
函
館
、
旭
川
、
女
満
別
）
も
同

一
の
運
営
者
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、

今
後
、
運
営
者
が
７
空
港
を
一
体
的
に

管
理
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

運
営
者
は
、
来
年
１
月
15
日
か
ら
７

空
港
一
体
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
経
営

を
開
始
し
、
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら

と
か
ち
帯
広
空
港
の
運
営
を
開
始
し
ま

す
。

北
海
道
内
７
空
港
全
体
の

提
案
の
概
要

　

運
営
者
は
、
７
空
港
を
一
体
的
に
運

営
す
る
こ
と
で
、
現
在
、
新
千
歳
空
港

に
集
中
し
て
い
る
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
分
散
・
拡
大
し
て
、
利
用
者
が
７
空

港
の
路
線
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
、
各

空
港
に
発
着
で
き
る
「
マ
ル
チ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
構
築
す
る

こ
と
を
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
７
空
港
の
段
階
的
な

国
際
化
や
道
内
各
地
へ
の
観
光
客
の
流

れ
を
拡
大
す
る
施
策
な
ど
を
実
施
し
、

30
年
後
に
は
、
７
空
港
全
体
で
現
在
の

２
８
４
６
万
人
か
ら
４
５
８
４
万
人
の

旅
客
数
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
左
の

図
は
、
と
か
ち
帯
広
空
港
の
30
年
後
の

将
来
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
次
頁
で
は
、
今

と
何
が
変
わ
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

帯広市の広聴 検 索

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

新たな

空港運営

が始まる

７空港一体のターミナルビル経営開始
◉令和２年１月15日

新千歳空港運営事業開始
◉令和２年６月１日

旭川空港運営事業開始
◉令和２年10月１日

帯広・稚内・釧路・函館・
女満別空港運営事業開始

◉令和３年３月１日

到着ロビー 商業エリア

❸ カーブサイドの再編
（公共交通と一般車両の動線を分離） ❺ 立体駐車場（新設） ❼ 駐車場の拡張

❷ 国際線旅客ビル施設増築

❶ 観光コンシェルジュの設置／十勝の魅力を発信するショーケース

❹ 歩道ルーフの設置 ❻ ビジネスジェット格納庫・
駐機場（新設）

　市では、とかち帯広空港の利便性向上と効率的な管理運営を行うため、北海道内６空港の管理者と共に７空港の一括運営を委託する民間
事業者を公募し、有識者による審査委員会や市議会での議論を経て「北海道エアポート株式会社」に空港の運営を委託することとなりました。
今月号は、空港の将来像や収支改善による市の費用負担削減効果についてお知らせします。 空港事務所（泉町、☎64・5320）問い合わせ
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※ガストロノミーツーリズム　欧米で普及している旅の形式。その土地ならではの食を楽しみ、歴史や文化、自然を楽しむ旅のこと。

空
港
運
営
に
係
る

費
用
負
担
の
軽
減

　

空
港
の
運
営
は
、
滑
走
路
な
ど
の
施

設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
掛
か

る
た
め
、
利
用
者
の
多
い
羽
田
空
港
や

新
千
歳
空
港
な
ど
の
大
規
模
空
港
を
除

き
、
全
国
的
に
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
か
ち
帯
広
空
港
の
維
持
管
理
の
収

支
は
、
着
陸
料
な
ど
の
収
入
を
充
て
て

も
、
不
足
す
る
額
が
年
間
約
４
億
４
０

０
０
万
円
生
じ
て
お
り
、
そ
の
不
足
額

を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

約
77
億
円
の
削
減
効
果

　

市
が
引
き
続
き
、
と
か
ち
帯
広
空
港

を
30
年
間
運
営
し
た
場
合
に
掛
か
る
費

用
は
、
滑
走
路
な
ど
の
整
備
に
掛
か
る

「
更
新
投
資
費
用
」
を
63
億
７
０
０
万

円
、「
運
営
費
」
を
72
億
７
６
０
０
万
円
、

合
計
１
３
５
億
８
３
０
０
万
円
と
試
算

し
ま
し
た
。

　

民
間
委
託
の
応
募
条
件
と
し
て
、
応

募
者
に
対
し
、
市
の
試
算
額
か
ら
の
負

担
削
減
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
運
営
者
か

ら
は
、「
更
新
投
資
費
用
」
を
58
億
４
４

０
０
万
円
、「
運
営
費
」
を
０
円
と
す

る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
の
費
用
負
担
削
減

効
果
は
、
30
年
間
で
約
77
億
円
と
な
り

ま
し
た
。（
金
額
は
い
ず
れ
も
税
抜
）

安
全
・
安
心
を
最
優
先
と

し
た
空
港
運
営

　

運
営
者
は
、
他
空
港
の
管
理
、
運
営

実
績
を
有
す
る
北
海
道
空
港
株
式
会
社

や
三
菱
地
所
株
式
会
社
、
東
急
株
式
会

社
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
の

ほ
か
、
道
内
企
業
な
ど
の
17
社
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
構
成
員
が
有
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
外
部
の
視
点
も
取
り

入
れ
、
計
画
の
進
捗
管
理
や
財
務
状
況

を
定
期
的
に
自
己
診
断
し
、
30
年
間
、

安
全
・
安
心
を
最
優
先
と
し
た
空
港
運

営
を
行
い
ま
す
。

　

市
は
空
港
管
理
者
と
し
て
、
空
港
が

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
計
画
ど

お
り
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
定
期
的
に

監
視
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
、
空
港

周
辺
の
良
好
な
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

空
港
を
活い

か
し
た

地
域
の
発
展
を
目
指
し
て

　

こ
れ
ま
で
と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
十

勝
の
安
定
し
た
産
業
基
盤
を
背
景
に
、

道
東
の
拠
点
空
港
の
一
つ
と
し
て
、
十

勝
の
経
済
・
交
流
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
運
営
者
に
よ
る
民
間
の
資

金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
一
体
的
で

効
率
的
な
空
港
運
営
が
始
ま
り
、
空
港

の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
運
営
者
や
地

域
、
関
係
団
体
と
共
に
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
観
光
振
興
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
、
航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
空

港
を
利
用
す
る
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
交
流
を

拡
大
し
、
十
勝
・
帯
広
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

今と何が変わるの？
30年後のとかち帯広空港

市の費用負担削減効果（30 年間）

費用区分
市が試算した

費用負担
上限額（Ａ）

運営者の
提案額（B）

削減額
（A−B）

更新投資
負 担

63億  700
万円

58億4400
万円

4億6300
万円

運 営 費
負 担

72億7600
万円

0
円

72億7600
万円

公的負担
合 計

135億8300
万円

58億4400
万円

77億3900
万円

（税抜）

　民間委託により、利便性の向上や収支の改善が期待されるとかち帯広空
港。今後、運営者が実現を目指していく目標と計画を紹介します。

利便性向上などに配慮した駐車場に！5

十勝地域の魅力向上・広域の観光振興を促進！3
　十勝での滞在を促進する観光振興や、地域との協働による周遊観光の
促進にも取り組みます。
　例えば、十勝の食や温泉・自然巡りを組み合わせた「ガストロノミー
ツーリズム※の推進」や旭川・富良野方面、ひがし北海道全域との周遊
観光の促進に向けた取り組みを計画しています。

新千歳新千歳

帯広帯広

帯広帯広 釧路
札幌

南十勝・
日高東部

旭川

北見 網走

ひがし北海道・
旭川方面の

観光商品の拡充

バス路線の拡充・
乗継利便性の向上

地域との協働による広域観光促進

十勝での滞在を促進する
ガストロノミーツーリズム

十勝の自然を
楽しむ地域巡り

巡りTouringTouring

希少な
モール温泉

癒しHealingHealing

十勝ならではの
良質な食体験

＋
味わいTastingTasting

ガストロノミーツーリズムの推進

商業施設や旅客ビルの改修など利便性が向上！4
　運営開始当初に立体駐車場の新設や駐車場の拡張、ビジネスジェットの
需要に対応する専用の格納庫などを優先して整備します。旅客ビル施設の
改修や国際線受入施設の増築のほか、生鮮品などの十勝の地場産品の輸出・
移出の増加を見据えた貨物ビルの温度管理設備の整備を行います。

5年後

ビジネスジェット施設の新設
駐車場の拡充
カーブサイドの再編
国内線旅客ビル施設の改修
商業施設の改修 商業施設の改修

国際線旅客ビル施設の増築

10年後 30年後
滑走路・誘導路更新等

路線数を９路線に！2
　航空営業専門部署の設置や地域一体での営業体制が構築され、国内線
は三大都市圏（首都圏・中京圏・近畿圏）との路線、国際線は東アジア
の主要都市との路線をターゲットとし、戦略的に路線を誘致します。
　運営開始から５年後までに国内線は伊丹線（当初は季節運航）、国際
線は台北線、上海線の新規就航を目指し、30年後までに、成田線や神戸
線、ソウル線、香港線を加えた合計9路線の就航を目標としています。

帯広帯広

ソウルソウル

路線数
国内線

国際線

１路線▶５路線
０路線▶４路線

中部中部
成田成田羽田羽田

上海上海

伊丹伊丹

香港香港 台北台北

神戸神戸

現在の就航路線
将来の就航路線

拡大するとかち帯広空港の航空ネットワーク（予想図）

（現在の就航路線は季節運航便を除く）

①

③

②

④

目標

計画

計画

計画

とかち帯広空港の旅客数などの目標値

旅客数を現在の約２倍の133万人に！1
　30年後のとかち帯広空港の年度旅客数の目標は、現在の約２倍の133
万人。内訳は国内線が113万人、国際線が21万人となっています。
　また、貨物量は現在の約1.4倍の3200トンを目標としています。

2017年度 2024年度（５年後） 2049年度（30年後）
旅客数 67万人 89万人 133万人

国内線 67万人 79万人 113万人
国際線 0万人 10万人 21万人

貨物量 2300トン 2700トン 3200トン

目標

※四捨五入により合計が合わない場合がある

　駐車場は、利便性向
上のため、令和３～５年
頃に駐車場の拡張、立
体駐車場の新設などの
ほか、令和６年頃から
④の無料駐車場を除い
た有料化を計画してい
ます。

エリア 駐車料金※ 駐車可能台数※

①　立体駐車場
（事前予約可能）

300円／時
1500円／泊

100台程度

②　第一駐車場 60分まで無料
以降100円／時

500円／泊

900〜1000台程度

③　第二駐車場 100台程度

④　無料駐車場 無料 300〜400台程度
計）1400〜1600台程度※現時点での計画であり、

　変更する場合があります。

※現在の駐車可能台数　1061 台
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ホームページからご意見・お問い合わせができます　インターネットを使って帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・問い合わせフォ
ーム」から、質問や意見を受け付けています。市政に関する市民の皆さんの生の声をお寄せください。　問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4110）

港
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

空
港
の
民
間
委
託
は
全
国
で
進
め
ら

れ
、
仙
台
空
港
は
鉄
道
事
業
を
主
力
と

し
て
い
る
企
業
が
中
心
に
運
営
し
て
い

ま
す
。
空
港
と
縁
が
な
い
会
社
に
見
え

ま
す
が
、
東
京
か
ら
新
幹
線
で
約
１
時

間
半
の
仙
台
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

の
宿
泊
需
要
の
高
ま
り
を
見
込
ん
だ
こ

と
や
、
自
社
の
バ
ス
を
活
用
し
て
空
港

と
東
北
各
地
と
の
二
次
交
通
網
を
新
た

に
つ
く
る
こ
と
も
考
え
た
上
で
、
運
営

に
参
入
し
た
と
伺
い
、
民
間
な
ら
で
は

の
発
想
と
機
動
力
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ま
ち
の
可

能
性
を
広
げ
活
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
が
、
新
幹
線
の

駅
を
誘
致
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
人

が
降
り
ず
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま

す
。
一
方
で
、
世
界
遺
産
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
の
よ
う
に
、
移
動
に
時
間
が
か
か

る
不
便
な
場
所
で
も
、
多
く
の
人
が
訪

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

駅
や
空
港
の
整
備
と
同
時
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
「
行
っ
て
み

た
い
」「
そ
こ
に
行
か
な
い
と
始
ま
ら

な
い
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
空
港
の
民

間
委
託
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
気
付
か

な
い
帯
広
の
特
性
を
活い

か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
提
案
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の
価
値

や
可
能
性
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
十
勝
・
帯
広
に
は
、
食
や
農
に
関

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
広
が
り
、
日
高
山
脈

襟
裳
国
定
公
園
の
国
立
公
園
化
に
向
け

た
動
き
な
ど
、
空
港
の
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
潜
在
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
活
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
、
一
括
委
託
さ
れ
る
７

空
港
の
中
で
、
最
も
魅
力
的
で
成
長
率

一
位
の
空
港
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

海
に
向
か
っ
て
突
き
出
て
い
る
岬
、

青
い
空
、
真
っ
白
な
雪
を
頂
く
山
脈
、

緑
や
黄
、
茶
色
が
織
り
な
す
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
。
こ
ん
な
風
景
を
ど
こ
か
で
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
羽
田
空
港

を
出
発
し
、
帯
広
に
近
づ
く
飛
行
機
か

ら
見
え
る
風
景
で
す
。
出
張
が
多
い
仕

事
を
し
て
い
た
時
、
世
界
中
の
国
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
か
ら

見
た
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
と
同
じ
く
ら
い
、

美
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
と
か
ち
帯
広
空
港
」
は
昭
和
56
年

に
開
港
し
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
空
港
を
安
全
に
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
空
港
運
営
や
滑
走
路

の
整
備
な
ど
に
、
年
間
約
４
億
円
の
費

用
が
必
要
で
す
。
令
和
３
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
民
間
委
託
で
は
、
最
終
的
に

２
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
30
年
間
の
委
託
で
約
77
億
円

の
経
費
が
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
計
画
的
な
空
港
整
備
も
行
わ
れ
、

安
全
・
安
心
で
快
適
に
利
用
で
き
る
空

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

行きたくなるまち

おびひろ
夢かなうまち

表 1  火災発生状況

表 2  帯広市の住宅火災被害状況

住宅用火災警報器によって火災を未然に防げた事例

い
の
ち
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
防
火
の
切
り
札

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
消
防
庁
舎
３
階
、☎
26・９
１
２
４
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
内
で
起
き
た
火
災
を
い
ち
早
く
感
知
し
、
知
ら

せ
る
こ
と
で
、
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

火
災
死
者
の
約
７
割
は
住
宅
で
発
生

　

平
成
30
年
中
の
全
国
に
お
け
る
住
宅

火
災
の
件
数
は
総
出
火
件
数
の
約
３
割

で
す
が
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

総
死
者
数
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
に
お
い
て
も
、
同
年
中
の
総

出
火
件
数
の
約
５
割
が
住
宅
火
災
で
、

火
災
に
よ
る
唯
一
の
死
者
１
人
も
、
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
し
た
。（
表
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を

感
知
し
、
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
知

ら
せ
る
警
報
器
で
す
。

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
市
の
平
成
30
年

中
の
被
害
状
況
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、死
者
は

出
て
お
ら
ず
、設
置
し
て
い
な
い
場
合

に
比
べ
焼
損
床
面
積
は
約
３
割
、損
害

額
は
約
１
・５
割
程
度
低
く
な
り
、大
き

な
効
果
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。（
表
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

　

今
年
全
国
で
実
施
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査
に
よ
る
と
、

十
勝
は
全
国
・
全
道
平
均
よ
り
設
置
率

が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
表
３
）

　

現
在
、住
宅
に
設
置

し
て
い
な
い
場
合
は

早
急
に
設
置
し
、す
で

に
設
置
し
て
い
る
場

合
は
正
常
に
機
能
す

る
か
定
期
的
に
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

平成30年 帯広市 全国
総出火件数 33件 3万7900件
住宅火災 16件 1万912件
総死者数 1人 1422人
住宅火災に
よる死者数 1人 1001人

平成30年 設置あり 設置なし
死　者 なし 1人

焼損床面積 120㎡ 183㎡
損害額 1064万9000円 1242万1000円

表 3  全国の設置率
（令和元年 6 月 1 日時点）
全　国 82.3%
北海道 82.0%
十　勝 73.0%

　居住者がストーブの上にプラスチック製の卓上ほうきを置き忘れ、別室で過ご
していたところ、住宅用火災警報器の警報音が鳴った。ストーブを見ると、卓上
ほうきから煙が出ていたのでストーブのスイッチを切り、卓上ほうきに水をかけ
出火に至らなかった。（道内）

事例1

　居住者が、台所のＩＨクッキングヒーターでソバをゆでたまま入浴。鍋の中のゆ
で汁が蒸発し、ソバが焦げたことにより煙が発生。台所に設置した住宅用火災警報
器（煙式）が感知したことにより警報音が鳴り、２階の同居者が気付いたことで、Ｉ
Ｈクッキングヒーターのスイッチを切ることができ火災には至らなかった。（道内）

事例2

無くそう！住宅火災
　住宅火災の主な原因は、たばこ、ストーブ、こんろです。
これらの火災を起こさないために「三つの習慣・四つの対策」
を心掛けましょう。

住宅防火
いのちを守る 三つの習慣・四つの対策

対策１対策１
逃げ遅れを
防ぐために、
住宅用

火災警報器を
設置する

逃げ遅れを
防ぐために、
住宅用

火災警報器を
設置する

対策２対策２
寝具、衣類および
カーテンからの
火災を防ぐために、

防炎品を
使用する

寝具、衣類および
カーテンからの
火災を防ぐために、

防炎品を
使用する 対策３対策３

火災を
小さいうちに
消すために、

住宅用消火器などを
設置する

火災を
小さいうちに
消すために、

住宅用消火器などを
設置する

対策４対策４
お年寄りや

体の不自由な人を
守るために、
隣近所の

協力体制をつくる

お年寄りや
体の不自由な人を
守るために、
隣近所の

協力体制をつくる

習慣１習慣１
寝たばこは
絶対しない
寝たばこは
絶対しない

習慣２習慣２
ストーブは、

燃えやすいものから
離れた位置で
使用する

ストーブは、
燃えやすいものから
離れた位置で
使用する

習慣３習慣３
ガスこんろなどの
そばを離れるときは、
必ず火を消す

ガスこんろなどの
そばを離れるときは、
必ず火を消す
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
前
に

み
ん
な
で
予
防
し
よ
う

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
２
０
）

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
、
受
験
期
の
中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
の
う
ち
、
接

種
希
望
者
を
対
象
に
、
予
防
接
種
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

接
種
期
間　

11
月
１
日
㈮
～
令
和
２
年

２
月
29
日
㈯

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

事
前
の
申
請
は
不
要

対
象　
接
種
日
の
年
齢
が
65
歳
以
上
の
人

※�

60
歳
以
上
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

機
能
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
免
疫
機
能
に

障
害
が
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
程
度
）
も
対
象

費
用　

１
１
０
０
円（
１
人
１
回
の
み
）

※�

生
活
保
護
受
給
者
は
、
市
が
発
行
す

る
被
保
護
証
明
書
を
持
参
し
て
接
種

を
受
け
た
場
合
の
み
、
自
己
負
担
額

が
免
除
と
な
り
ま
す
。

接
種
を
受
け
る
に
は　

申
請
は
不
要
で

す
が
、
予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
の

で
、
接
種
前
に
実
施
医
療
機
関
（
表
１
）

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種
当
日
は
、

住
所
と
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
は

事
前
の
申
請
が
必
要

対
象　

保
護
者
の
住
民
票
が
帯
広
市
に

あ
る
中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生

補
助
額　

１
５
０
０
円
（
１
人
１
回
の

み
）

補
助
を
受
け
る
に
は　

接
種
前
に
、
保

護
者
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。（表
２
）

　

申
請
時
に
、
接
種
を
受
け
る
際
の
注

意
事
項
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

▼
印
鑑（
必
須
）

▼
保
護
者
の
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

▼
生
徒
の
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
・
学
生
証
な
ど
）

表１　令和元年度インフルエンザ予防接種実施医療機関

表２　中学３年生・高校３年生の申請受付場所・日時

※当番医は以下の病院案内サービスに問い合わせるか、帯広市医師会のホームページをご覧ください。

適
切
な
利
用
を

地
域
の
救
急
医
療

市
民
の
命
を
守
る
救
急
医
療

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
２
０
）

　
本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
救
急

医
療
機
関
の
適
切
な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

帯
広
市
で
は
、
休
日
・
夜
間
な
ど
に

急
に
病
気
に
な
っ
た
時
で
も
安
心
し
て

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
症

状
の
重
さ
に
応
じ
て
、
救
急
医
療
機
関

を
三
段
階
に
役
割
分
担
し
て
、
救
急
患

者
に
対
応
し
て
い
ま
す
。（
図
）

救
急
医
療
機
関
の
役
割

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関
は
、

突
発
的
な
症
状
で
、
緊
急
処
置
が
必
要

な
患
者
が
対
象
の
受
診
窓
口
で
す
。
軽

症
者
が
二
次
・
三
次
救
急
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
性
の
あ

る
重
症
患
者
の
処
置
が
遅
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

日
中
か
ら
症
状
が
あ
る
人
や
、
家
族

の
応
急
手
当
で
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
軽
い
症
状
の
人
は
、
通
常

の
診
療
時
間
帯
で
か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
医
療
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
に
急
病
に
な
っ
た
ら

　

休
日
・
夜
間
の
急
な
病
気
は
、
休
日

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
て
い
な
い
時
間
帯
や
診
療
科
目
は
、

救
急
医
療
当
番
医
が
対
応
し
ま
す
。（
表
）

緊
急
を
要
す
る
と
き
は

　

意
識
が
な
い
・
呼
吸
困
難
・
激
し
い

胸
痛
や
頭
痛
・
多
量
出
血
・
広
範
囲
の

や
け
ど
な
ど
の
緊
急
時
は
、
迷
わ
ず
１

１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

図　救急医療体制

軽　症
休日・夜間の急な病気やけが

重　症

休日夜間急病セン
ター、当番医

初期救急
医療機関
初期救急
医療機関

かぜの発熱、下痢
など、外来で対処
できる軽症者への
対応

市内９医療機関

転送（症状が非常に重く、生死にかかわるとき）

×
二次救急
医療機関
二次救急
医療機関

入院や手術が
必要な重症患
者への対応

帯広厚生病院
救命救急センター

三次救急
医療機関
三次救急
医療機関

心肺停止などの生
死にかかわる重篤
な患者への対応

転
送（
重
症
の
と
き
）

転
送（
さ
ら
に
重
症
の
と
き
）

表　休日・夜間の救急医療機関・救急当番医・小児救急医療の案内

診療日 診療時間 病院名 診療科 問い合わせ

平日・
土曜日

19時〜21時 夜間の当番医 内科・
小児科 ※

21時〜翌朝8時 休日夜間
急病センター

内科・
小児科 

柏林台西町２、
☎38･3700

日曜・祝日
・年末年始

９時〜17時 休日の当番医 外科系
※

19時〜21時 夜間の当番医 内科・
小児科 

９時〜17時
21時〜翌朝8時

休日夜間
急病センター

内科・
小児科 

柏林台西町２、
☎38･3700

病院名 電話番号 所在 診 療 時 間 診療科

十勝歯科
保健センター ☎25・2172 東7南9

日曜日・祝日：9時〜13時 
年末年始・ゴールデンウイーク：
9時〜16時

歯科

救 急 医 療 機 関

救 急 歯 科 医 療

子どもが急病！病院へかかる前に…

病院案内サービス 電話番号 携帯電話から 受 付 時 間  

帯広市急病
テレホンセンター ☎26・1099 同左 

平日・日曜日・祝日：16時〜22時
土曜日：12時〜21時
上記以外の時間帯は、音声案内
となります。
年中無休

北海道救急医療
情報案内センター

0120・
20・8699 

☎011・　
221・8699 

24時間・年中無休
医療機関案内サービスのみで、
医療相談は行っていません。 

帯広市医師会ホームページ
HP▶http://www.obihiro-med.or.jp/ 

検 索帯広市医師会

休 日・ 夜 間 救 急
医 療 当 番 案 内

医療情報サービス 問い合わせ先 受付時間 情 報 内 容

日本小児科学会
「こどもの救急」

HP▶http://kodomo-qq.jp/

24時間・
年中無休

子どもの病気の症状
から、簡単な対処法
や診察前に確認して
おくことなどを調べ
ることができます。

北海道小児救急
電話相談

☎011・232・1599
家庭のプッシュ回線また
は携帯電話からは、局番
なし#8000 

19時〜
翌朝8時
年中無休

直ちに救急病院にか
かる必 要 が あるか、
家庭でどのような応急
手当をすればよいかな
ど、アドバイスします。

こどもの救急

検 索

高齢者・中３・高３を対象に実施
あおぞらクリニック ☎36・7777
あおやま内科クリニック ☎38・3131
あがた内科循環器クリニック ☎49・0200
いしだ内科・循環器科 ☎37・0011
いなば内科呼吸器科 ☎23・1635
いのちの木クリニック ☎49・3622
イワタクリニック ☎36・7556
うしおだ健康クリニック ☎65・5511
おおた内科循環器クリニック ☎66・7152
おがわ循環器内科クリニック ☎49・0088
帯広泌尿器科 ☎38・2000
帯広南の森クリニック ☎49・3400
こしや糖尿病・内科クリニック ☎28・5001
小関内科医院 ☎36・3535
さかい総合内科クリニック ☎23・1515
さとう内科循環器科クリニック ☎24・3103
さわい内科循環器科クリニック ☎21・0381
しばた腎泌尿器科クリニック ☎67・1414
しばた整形外科クリニック ☎24・4203
自由が丘みくに耳鼻咽喉科 ☎38・3387
進藤医院 ☎23・3251
新緑通りはやし内科 ☎33・0077
大正クリニック ☎63・3001
たかはし内科・呼吸器内科クリニック ☎20・5656
たけざわ耳鼻咽喉科 ☎41・2001
十勝胃腸クリニック ☎24・1331

補助申請受付場所 受付日（年末年始を除く） 受付時間

保健福祉センター
( 東 8 南 13)

11 月 1 日㈮〜翌 1 月 31 日㈮の平日 8 時 45 分〜 17 時 30 分

11 月の毎週月曜日（祝日を除く） 8 時 45 分〜 19 時

川西支所（川西町西 2）
11 月 1 日㈮〜翌 1 月 31 日㈮の平日 8 時 45 分〜 17 時 30 分

大正支所（大正本町西 1）

森の里コミセン（西22南4）11 月 2 日㈯・3 日㈷ 9 時 30 分〜 16 時 30 分

南コミセン（西 10 南 34） 11 月 9 日㈯ 9 時 30 分〜 16 時 30 分

啓北コミセン（西 13 北 2） 11 月 17 日㈰ 9 時 30 分〜 16 時 30 分

高齢者・中３・高３を対象に実施
十勝勤医協白樺医院 ☎38・3500
内科・循環器ハートサウンズもりクリニック ☎58・5077
ながい内科医院 ☎36・5578
西おびひろ脳神経クリニック ☎35・2055
西村内科クリニック ☎47・4787
本庄内科クリニック ☎66・9616
満岡内科・循環器クリニック ☎48・9111
山川内科医院 ☎24・3181
横手内科クリニック ☎35・7155
新井病院 ☎24・6767
帯広中央病院 ☎24・2200
帯広西病院 ☎37・3330
協立病院 ☎35・3355
十勝勤医協帯広病院 ☎21・4111

高齢者のみ実施
帯広東内科循環器科クリニック ☎27・0808
西田内科医院 ☎35・8181
林内科クリニック ☎48・7711
福井皮膚科医院 ☎25・4404
帯広光南病院 ☎47・4811
開西病院 ☎38・7200

中３・高３のみ実施
20条小児科内科クリニック ☎35・8612
慶愛病院 ☎22・4188

中３のみ実施
みなみ町こどもクリニック ☎49・3300
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帯
広
の
夏
を
彩
っ
た

阿
波
お
ど
り

姉
妹
都
市
締
結
35
周
年
記
念
事
業

産
業
文
化
姉
妹
都
市
・
徳
島
市

と
の
記
念
事
業

　

徳
島
県
徳
島
市
と
帯
広
市
は
、
帯
広

開
拓
1
0
0
年
の
昭
和
57
年
に
産
業
文

化
姉
妹
都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成

29
年
に
は
35
周
年
を
迎
え
、
同
年
、
帯

広
市
か
ら
15
人
の
親
善
訪
問
団
を
徳
島

市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

徳
島
市
と
の
周
年
事
業
に
よ
る
相
互

派
遣
は
、
交
流
間
隔
が
空
か
な
い
よ
う

２
年
ず
ら
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
年
８

月
に
、
徳
島
市
か
ら
31
人
の
阿
波
お
ど

り
親
善
訪
問
団
が
来
帯
し
ま
し
た
。

徳
島
市
親
善
訪
問
団
が

本
場
の
阿
波
お
ど
り
を
披
露

　

来
帯
中
、
徳
島
県
阿
波
踊
り
協
会
か

ら
選
抜
さ
れ
た
踊
り
手
と
鳴
り
物
の
皆

さ
ん
に
よ
る
阿
波
お
ど
り
を
、
お
び
ひ

ろ
平
原
ま
つ
り
で
５
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
「
全
道
阿
波
踊
り
大
会
」
で
披
露

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
訪
問
団
は
、
帯
広
競
馬
場
で

も
阿
波
お
ど
り
を
披
露
し
た
ほ
か
、
阿

波
お
ど
り
体
験
や
写
真
撮
影
を
通
じ
て

来
場
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ば
ん
え
い
競
馬
協
賛
レ
ー
ス

「
徳
島
市
阿
波
お
ど
り
親
善
訪
問
記
念
」

の
実
施
や
、
徳
島
市
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
う
ち
わ
な
ど
を
配
布
し
、
徳

島
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

親
善
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
、
徳
島
市

と
帯
広
市
の
よ
り
一
層
の
交
流
促
進
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
り
、
帯
広
市
民
が
姉

妹
都
市
・
徳
島
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
深

く
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
３
）

問
い
合
わ
せ

１い
ち
は
や
く

８
９
ち
い
さ
な

命
に
待
っ
た
な
し

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
児
童
虐
待
と
は
、
子
ど
も
を
守
る

べ
き
立
場
の
保
護
者
が
、
子
ど
も
に
心

理
的
・
身
体
的
な
危
害
を
加
え
た
り
、

き
ち
ん
と
し
た
養
育
を
行
わ
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
心
と
体
を
傷
つ
け
、
健
や
か

な
成
長
を
損
な
う
こ
と
で
す
。

し
つ
け
と
虐
待
は
違
う

　

し
つ
け
は
、
子
ど
も
が
自
分
で
感
情

や
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
大
人
が
教
え
る
こ
と
で
、
虐
待
は
、

子
ど
も
の
行
動
を
暴
力
な
ど
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
し
つ
け
の
つ

も
り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な

行
為
で
あ
れ
ば
虐
待
で
す
。

虐
待
を
知
ら
せ
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン

　

児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

早
い
段
階
で
発
見
し
、
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
怒
鳴
り
声
や
子
ど
も
の

泣
き
声
が
聞
こ
え
た
り
、
子
ど
も
の
様

子
が
い
つ
も
と
違
う
と
思
っ
た
ら
、
そ

れ
は
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
図
）

周
り
の
大
人
は
迷
わ
ず
に
連
絡
を

　

子
ど
も
は
、
自
分
か
ら
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
難
し
く
、
周
囲
の
大
人
が
気

付
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
し

た
気
付
き
と
ひ
と
声
が
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
り
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を

救
う
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

　

し
つ
け
と
称
し
て
、
子
ど
も
を
た
た

い
た
り
、
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
悪
影
響
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
「
愛
の
鞭む
ち

ゼ
ロ
作
戦
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

み
ん
な
で
子
育
て
し
よ
う

　

子
育
て
の
悩
み
は
誰
に
で
も
あ

り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
、
信
頼
で
き
る
人
や
相
談
機

関
へ
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

児
童
相
談
所
や
帯
広
市
は
、
通

報
を
受
け
付
け
る
だ
け
で
な
く

「
子
育
て
が
つ
ら
い
」「
子
ど
も
の

気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
あ
な
た
」
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
、「
あ
な
た
の
声
」
を
。

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
０
０
）

問
い
合
わ
せ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

▽ＳＯＳサインを見つけたら

図　子どもや保護者が発するSOSサイン

すこやかネット 帯広子育てナビ

5年に一度の「全道阿波踊り大会」で披露

帯広競馬場スタンド前で阿波おどりを披露 阿波おどり体験の様子

□�いつも子どもの泣き叫
ぶ声や保護者の怒鳴っ
ている声が聞こえる
□�不自然な外傷（あざ、
打撲、やけどなど）が
ある
□�衣類や体が極端に不潔
である
□食事に異常な執着を示す
□�ひどく落ち着きがなく乱暴、
　情緒不安定である
□表情が乏しく活気がない

□�地域や親族などと交流がなく、孤立し
ている
□�小さい子どもを家に置いたまま、よく
外出している
□�子どもの養育に関して拒否的、無関心
である
□�子どもを甘やかすのは良くないと強調
する
□子どもに対して拒否的な発言をする
□�気分の変動が激しく、子どもや他人に
かんしゃくを爆発させることがある

＊�子育てに、体罰や暴言を使
わない。
＊�子どもが親に恐怖心を持つ
と、SOSを伝えられない。
＊�爆発寸前のイライラをクー
ルダウン。親自身が周囲に
SOSを出そう。
＊�子どもの気持ちと行動を分
けて考え、育ちを応援する。

愛の鞭 作戦0

連絡者や連絡内容に関する秘密
は守られます。

子ども

保護者

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
で
！

児童相談所
全国共通ダイヤル

帯広市児童虐待防止110番

〈お近くの児童相談所につながります〉

1 8 9
いち☎
21-0110☎

はや く

24時間

▽子育てに悩んだら
帯広児童相談所（☎22・5100）
子育て世代包括支援センター
（子育て支援課内、☎25・9700）
子育てに役立つ情報を掲載しています

ゼロ
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イ
ベ
ン
ト

越
冬
野
菜
市

　

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
が
出
店
す
る
越

冬
野
菜
市
。
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、

ダ
イ
コ
ン
、
長
ネ
ギ
な
ど
を
販
売
予
定
。

日
11
月
３
日
㈷
、
８
時
〜
売
り
切
れ
次

第
終
了

場
問
帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ

ー
サ
ラ
ダ
館（
西
22
南
６
、☎
36
・
８
０

９
５
）

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
百
年
記
念
館（
緑
ケ
丘
２
、☎
24
・

５
３
５
２
）

◆
収
蔵
美
術
作
品
展
「
新
着
作
品
展
」

　

百
年
記
念
館
に
新
し
く
収
蔵
さ
れ
た
、

長
沼
透
石
、
大
戸
秀
夫
な
ど
の
美
術
作

品
を
展
示
。

日
11
月
２
日
㈯
〜
24
日
㈰
、
９
時
〜
17

時◆
第
３
８
３
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

　
「
十
勝
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
に
よ
る
オ
ー
ボ
エ
、
コ
ー
ラ
ン
グ

レ
、
バ
ス
ー
ン
に
よ
る
演
奏
会
。「
ア

ラ
ジ
ン
」「
宝
島
」
な
ど
を
演
奏
。

日
11
月
２
日
㈯
、
18
時
30
分
〜
20
時

◆
第
３
８
４
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
帯
広
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
17
ｔ

ｈ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
「
帯
広
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

に
よ
る
演
奏
会
。「
生
命
の
奇
跡
」「
糸
」

「
パ
プ
リ
カ
」
な
ど
を
演
奏
。

日
11
月
９
日
㈯
、
18
時
〜
19
時

◆
ロ
ビ
ー
展
「
マ
ッ
チ
箱
展
３
」

　

か
つ
て
十
勝
管
内
の
旅
館
・
銀
行
な

ど
に
置
か
れ
て
い
た
マ
ッ
チ
箱
を
展
示
。

日
11
月
26
日
㈫
〜
12
月
22
日
㈰
、
９
時

〜
17
時

◆
第
３
８
５
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ホ
ル
ン
フ
ェ
ス
タ
」

　

札
幌
・
釧
路
・
帯
広
で
活
動
し
て
い

る
「
ホ
ル
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
に
よ
る

演
奏
会
。

日
11
月
30
日
㈯
、
18
時
〜
19
時
15
分

第
32
回
中
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

市
内
中
学
校
の
代
表
生
徒
に
よ
る
感

動
体
験
や
自
分
の
考
え
な
ど
の
発
表
と
、

Ｆ
Ｍ
‐
Ｗウ

イ

ン

グ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

か
ら
中
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
。

日
11
月
９
日
㈯
、
13
時
〜
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
２
）

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
10
月
25
日
㈮
〜
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
の
森
・
は

ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・

６
２
０
０
）
へ
。

◆
わ
く
わ
く
巣
箱
観
察
会

　

森
に
か
け
た
巣
箱
の
観
察
と
清
掃
、

利
用
状
況
の
記
録
を
行
う
。

日
11
月
９
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
15
人

◆
あ
そ
び
の
森
の
あ
し
あ
と
づ
く
り

（
秋
）

　
「
ぷ
れ
い
お
ん
・
と
か
ち
」
と
共
に
、

お
の
や
の
こ
ぎ
り
で
木
を
切
り
、
馬
で

丸
太
を
引
く
、
昔
な
が
ら
の
森
の
作
業

を
楽
し
む
。

日
11
月
10
日
㈰
、
10
時
〜
15
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

◆
ま
き
割
り
体
験

　

ま
き
割
り
や
、
ま
き
を
使
っ
た
焼
き

イ
モ
作
り
な
ど
時
間
内
に
自
由
に
体
験

可
能
。
申
し
込
み
不
要
。

日
11
月
17
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

◆
森
の
リ
ー
ス
作
り

　
「
森
の
回
廊
＠
十
勝
」
と
共
に
、
森

の
木
に
巻
き
付
い
た
つ
る
を
取
り
、
つ

る
材
を
活
用
し
て
リ
ー
ス
飾
り
を
作
る
。

日
11
月
24
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
20
人

￥
１
０
０
円

◆
あ
そ
び
の
森
の
あ
し
あ
と
づ
く
り

（
冬
）

　
「
ぷ
れ
い
お
ん
・
と
か
ち
」
と
共
に
、

ま
き
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り
な
が
ら
、

つ
る
切
り
や
リ
ー
ス
作
り
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
森
と
触
れ
合
う
。

日
12
月
１
日
㈰
、
10
時
〜
15
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載がない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お知らせ
11月

帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

　栞の展示や、製作を通じて参加者同士が交
流できるブースを設置。
日10 月 27 日（日）〜 11 月 9 日（土）、10 時〜
22 時（最終日は 17 時まで）

　図書館が所蔵している過去の新聞を、テー
マごとに展示。
日10 月 27 日（日）〜 11 月 10 日（日）、10 時〜
22 時（最終日は 17 時まで）

日10 月 27 日（日）、14 時〜 15 時 55 分

　「集う」をテーマに、家族・家・仲間などに
関する本の展示を行う。
日11 月１日（金）〜 28 日（木）

　十勝・帯広について書かれた「地域資料」の
魅力を百年記念館学芸員が解説。
日11 月２日（土）、14 時〜 15 時 30 分

　帯広図書館友の会おひさまによる、絵本や
紙芝居の読み聞かせなど、読書の秋にぴった
りなおはなし会を開催。
日11 月３日（祝）、11 時〜 11 時 30 分

　持参した図書の冊数だけ別の図書と交換。
文庫本は文庫本同士、その他の本はジャンル
を問わず交換可能。
対文庫本や単行本、児童書、絵本、コミック、
美術書で保存状態が良好なもの
対象外 雑誌や教習テキスト、教科書、参考
書、ゲーム攻略本、自費出版本、パンフレット、
カバーの無い本、汚れや破れがある本、リサ
イクル本など
日11 月４日（振）、10 時〜 15 時

日11 月 10 日（日）、14 時〜 14 時 55 分

　詳細は、図書館ホームページで確認してください。
場問図書館（西２南14、☎22・4700）

読書週間のイベント第73回

こども映画会「おじゃる丸スペシャル　銀河
がマロを呼んでいる　ふたりのねがい星」

図書交換会

あつまれ♪秋のスペシャルおはなし会

地域資料講演会
「図書資料が語る十勝の歴史」

本の展示
「おかえり、栞

しおり
の場所で待ってるよ」

日曜映画会「折り梅」

あの日あの時を刻む新聞展

栞
しおり
の交流イベント

「おかえり、栞の場所はここだよ！」

森の手入れもかねてつるを取ろう

検 索帯広市 図書館



■7■ 広報おびひろ　令和元年11月号 問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
11
月
９
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
11
月
10
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
化
学
電
池
で

音
を
鳴
ら
そ
う
」

　

レ
モ
ン
電
池
や
備
長
炭
電
池
で
ブ
ザ
ー

や
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
す
実
験
教
室
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
11
月
17
日
㈰
、
①
13
時
30
分
〜
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
〜
15
時
40
分

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
11
月
17
日
㈰
、
14
時
〜
15
時

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
牛
乳
パ
ッ
ク

の
動
物
タ
ン
バ
リ
ン
」

　

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ

た
で
、
好
き
な
動
物
の
形
を
し
た
タ
ン

バ
リ
ン
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
11
月
23
日
㈷
、
９
時
30
分
〜
11
時
30

分「
障
害
者
週
間
」
記
念
事
業

パ
ネ
ル
展
と
作
品
展
示
即
売
会

問
障
害
福
祉
課（
市
庁
舎
１
階
、☎
65
・

４
１
４
７
）

◆
パ
ネ
ル
展
と
作
品
展
示
即
売
会

　

障
害
児
・
者
支
援
施
設
、
団
体
の
活

動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
、
障
害

の
あ
る
人
が
作
成
し
た
作
品
を
販
売
。

日
11
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭
、
９
時
〜
22

時
（
初
日
は
10
時
か
ら
、
最
終
日
は
11

時
ま
で
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

◆
パ
ネ
ル
展
（
市
庁
舎
開
催
）

日
11
月
14
日
㈭
〜
19
日
㈫
、
８
時
45
分

〜
19
時
（
初
日
は
13
時
か
ら
、
土
・
日

曜
日
は
10
時
〜
17
時
、
最
終
日
は
11
時

ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

◆
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
パ
ネ
ル
展

日
11
月
16
日
㈯
〜
25
日
㈪
、
８
時
45
分

〜
19
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
10
時

〜
17
時
、
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

◆
男
女
共
同
参
画
講
座
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者

支
援
の
現
場
で
〜
ど
う
対
応
す
べ
き

か
？
〜
」

　

山
崎
菊
乃
氏
（
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
お

ん
代
表
理
事
）
を
講
師
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
を
支
援
す
る
人
な
ど
が
、
よ
り
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
知
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
会
。
未
就
学

児
の
託
児
希
望
者
は
、
11
月
14
日
㈭
ま

で
に
申
し
込
み
。

日
11
月
22
日
㈮
、
14
時
〜
15
時
30
分

場
市
庁
舎
10
階

定
先
着
30
人

申
11
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
男
女
共
同
参

画
推
進
課
へ
。

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
11
月
13
日
㈬
、
13
時
〜
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
東
５

南
９
、
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
内
、

☎
24
・
５
８
５
３
）

担
当
課
男
女
共
同
参
画
推
進
課

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

　

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
、

消
費
者
問
題
に
つ
い
て
の
無
料
弁
護
士

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
15
日
㈮
、
13
時
30
分
〜
15
時
の

間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
３
人

場
申
問
11
月
７
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
帯
広
市
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、

☎
22
・
８
３
９
３
）
へ
。

担
当
課
安
心
安
全
推
進
課

帯
広
市
姉
妹
・
友
好
都
市
紹
介
パ
ネ
ル
展

「
知
っ
て
る
？
帯
広
の
姉
妹
・
友
好
都
市
」

　

姉
妹
・
友
好
都
市
と
の
、
児
童
や
高

校
生
の
相
互
派
遣
事
業
や
、
徳
島
市
姉

妹
都
市
締
結
35
周
年
記
念
事
業
な
ど
の

交
流
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
。

日
11
月
16
日
㈯
〜
22
日
㈮
、
10
時
〜
20

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

問
親
善
交
流
課（
市
庁
舎
３
階
、☎
65
・

４
１
３
３
）

Ｍも

っ

と

ｏ
ｔ
ｔ
ｏ 

お
び
広
が
る 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
！
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
地
域
活
動

事
業
の
応
募
団
体
が
、
帯
広
を
も
っ
と

元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

を
発
表
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
11
月
17
日
㈰
、
10
時
30
分
〜
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
市
民
活
動
推
進
課（
市
庁
舎
３
階
、☎

65
・
４
１
３
０
）

防
災
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
と
か
ち

２
０
１
９

　

田
中
一か
ず

省み

氏
（
安
平
町
総
務
課
長
）

を
講
師
に
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を

経
験
し
て
〜
災
害
の
記
録
と
記
憶
〜
」

と
題
し
た
講
演
会
の
ほ
か
、
防
災
グ
ッ

ズ
・
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
。

日
11
月
19
日
㈫
、14
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
３
０
０
人

申
問
11
月
12
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で

総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１

０
３
）
へ
。

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

歌
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
遊
び
の
場
。
テ
ー
マ

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
。

対
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
。
兄

姉
も
参
加
可
能

日
11
月
16
日
㈯
、
10
時
〜
11
時
30
分

◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ー
ク
：

コ
モ
ロ
（
中
東
と
ア
フ
リ
カ
の
文
化
が

出
会
う
場
所
）

　

コ
モ
ロ
出
身
の
留
学
生
が
自
国
の
文

化
や
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
。

対
中
学
生
以
上

日
11
月
16
日
㈯
、
18
時
30
分
〜
20
時

◆
森
の
茶
会
〜
冬
〜

　

外
国
人
向
け
に
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
お
茶
会
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
外
国
人
、
市
内
在

住
の
中
学
生
以
上

日
11
月
24
日
㈰
、
お
茶
会
体
験
10
時

〜
11
時
50
分
、
お
点
前
体
験
13
時
〜

14
時
30
分

定
外
国
人
先
着
50
人
、日
本
人
先
着
10
人

￥
日
本
人
の
み
、
お
茶
会
体
験
３
０
０

円
、
お
点
前
体
験
５
０
０
円

申
11
月
６
日
㈬
〜
23
日
㈷
ま
で
に
、
森

の
交
流
館
・
十
勝
へ
。

◆
第
13
回
国
際
文
化
祭

　

在
住
外
国
人
に
よ
る
世
界
各
国
の
踊

り
や
歌
、音
楽
、民
族
衣
装
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

景
品
が
当
た
る
人
気
投
票
や
抽
選
会
、

民
芸
品
展
示
も
あ
り
。

日
11
月
30
日
㈯
、
16
時
〜
18
時
30
分

帯
広
図
書
館
友
の
会
講
演
会

「
ア
イ
ヌ
と
カ
ム
イ
の
お
は
な
し
」

　

百
年
記
念
館
学
芸
員
に
よ
る
、
ア
イ

ヌ
と
カ
ム
イ
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
術
や
、

親
し
み
の
あ
る
神
様
（
カ
ム
イ
）
を
紹

介
す
る
講
演
。
未
就
学
児
の
託
児
希
望

者
は
、
11
月
12
日
㈫
ま
で
に
図
書
館
へ
。

日
11
月
17
日
㈰
、
14
時
〜
16
時

定
先
着
80
人

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト

対
①
大
人
コ
ー
ス
18
歳
以
上
、
②
親
子

コ
ー
ス
親
子

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
で

と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー（
川
西

町
基
線
61
、☎
53
・
４
７
８
０
）へ
。

◆
味み

噌そ

作
り
体
験

　

２
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
前
味
噌
を
作
る
。

日
11
月
16
日
㈯
、
①
大
人
コ
ー
ス
10
時

〜
11
時
30
分
、
②
親
子
コ
ー
ス
14
時
〜

15
時
30
分

定
①
先
着
12
人
、
②
先
着
12
組

￥
①
１
人
１
５
０
０
円
、
②
１
組
１
５

０
０
円
（
米
麹
６
０
０
グ
ラ
ム
持
参
で

５
０
０
円
引
き
）

申
込
期
限
11
月
９
日
㈯

◆
醤し
ょ
う
ゆ油
麹
作
り
体
験
（
経
験
者
向
け
）

　

１
升
分
（
１
・
８
リ
ッ
ト
ル
）
の
醤

油
が
作
れ
る
量
の
醤
油
麹
を
作
る
。

日
11
月
17
日
㈰
、
①
大
人
コ
ー
ス
10
時

〜
11
時
30
分
、
②
親
子
コ
ー
ス
14
時
〜

15
時
30
分

定
①
先
着
８
人
、
②
先
着
８
組

￥
①
１
人
１
５
０
０
円
、
②
１
組
１
５

０
０
円
（
保
温
用
の
入
れ
物
持
参
で
５

０
０
円
引
き
）

申
込
期
限
11
月
10
日
㈰

畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

帯
広
畜
産
大
学
の
取
り
組
み
や
活
動

を
畜
大
生
と
一
緒
に
学
ぶ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
畜

大
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
、
高
校
生
の
活
動
発
表
な
ど
も
行
う
。

日
12
月
１
日
㈰
、
11
時
〜
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
畜
産
大
学
国
際
・
地
域
連
携
課
、

稲
田
町
西
２
線
、
☎
49
・
５
７
７
６
）

担
当
課
生
涯
学
習
課

シーカヤック体験をする
帯広と徳島の子どもたち

災害時に役立つ防災グッズを展示

世界の文化を楽しもう



■8■広報おびひろ　令和元年11月号対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

第 52 回糖尿病患者講習会「フレイルとは？改善します、その対策は？」ほか　横山内科クリニックの横山宏樹氏（院長）と垣内俊氏（理学療法士）が、
講習会を開催します。　日11 月 14 日（木）18 時 30 分〜 19 時 30 分　場とかちプラザ（西４南 13）　問自由が丘横山内科クリニック（☎20・5011）

地
域
福
祉
活
動
研
修
会

　

長
谷
川
聡
氏
（
北
海
道
医
療
大
学
看

護
福
祉
学
部
准
教
授
）
に
よ
る
講
演
と
、

樋
渡
康
氏
（
６
号
栄
町
内
会
長
）、
松

岡
勝
徳
氏
（
第
32
区
共
正
町
内
会
長
）

に
よ
る
事
例
発
表
を
通
じ
て
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
在
り

方
を
学
ぶ
。

日
11
月
26
日
㈫
、
14
時
〜
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
３
５
０
人

申
問
11
月
19
日
㈫
ま
で
に
、
市
民
活

動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４

１
３
０
）
へ
。

第
45
回
国
際
親
善
市
民
の
夕
べ

〜
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
〜

　

帯
広
畜
産
大
学
留
学
生
や
十
勝
・
帯

広
在
住
の
外
国
人
が
１
０
０
人
近
く
参

加
す
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
。

日
12
月
７
日
㈯
、
18
時
30
分
〜
20
時

場
と
か
ち
館
（
西
７
南
６
）

定
先
着
３
０
０
人

￥
一
般
２
５
０
０
円
、
大
学
生
１
５
０

０
円
、
小
学
〜
高
校
生
５
０
０
円
。
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
チ
ケ
ッ
ト

は
、
11
月
７
日
㈭
〜
28
日
㈭
ま
で
森
の

交
流
館
・
十
勝
、
親
善
交
流
課
（
市
庁

舎
３
階
）
で
販
売
。

問
帯
広
市
国
際
親
善
交
流
市
民
の
会
事

務
局
（
西
20
南
６
、
森
の
交
流
館
・
十

勝
内
、
☎
34
・
０
１
２
２
）

担
当
課
親
善
交
流
課

講
座
・
教
室

プ
ラ
ザ
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
12

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
12
月
３
日
〜
18
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
〜
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
〜
20
時
30
分

講　座　名 日　程

初心者の為のワード⑵ 毎
週
火
・
木

午前

私にもできるエクセル 2019 ⑶ 午後

ワードとエクセル⑶ 夜間

ワード・エクセル⑶ 毎
週
水
・
金

午前

私にもできるワード 2019 ⑶ 午後

ワード＆エクセル＆パワーポ
イント＋ネット基礎力向上⑶ 夜間

定
各
先
着
20
人

￥
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
申
問
11
月
６
日
㈬
〜
22
日
㈮
ま
で

に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、

☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
問
百
年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘

２
番
地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
も
の
が
た
り
の
昆
虫

７
」

　

い
ろ
い
ろ
な
物
語
に
登
場
す
る
昆
虫

の
中
か
ら
、
帯
広
に
関
わ
り
の
あ
る
昆

虫
を
紹
介
。

日
11
月
16
日
㈯
、
14
時
〜
15
時
30
分

◆
冬
の
親
子
陶
芸
教
室

　

親
子
で
陶
芸
を
楽
し
む
教
室
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
４
歳
〜
中
学
生
と

保
護
者

日
①
11
月
30
日
㈯
、
②
12
月
１
日
㈰
、

③
７
日
㈯
、
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時

定
各
日
抽
選
、
親
子
合
わ
せ
て
40
人

￥
親
子
２
人
で
１
２
０
０
円
、
３
人
で

１
５
０
０
円

申
11
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
６
頁
）
を
書
い
て
、
百
年
記
念
館
へ
。

救
命
講
習

対
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
地
が
市
内
の

人定
❶
先
着
50
人
、
❷
先
着
30
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
❶
は
11
月
２
日
㈯
ま
で
、
❷
は

12
日
㈫
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急

課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎

26
・
９
１
３
２
）
へ
。

❶
普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
応
急
手
当
を
習
得
す
る
。

日
11
月
９
日
㈯
、
13
時
30
分
〜
16
時
30

分場
消
防
庁
舎
（
西
６
南
６
）

❷
実
技
救
命
講
習

　

総
務
省
消
防
庁
の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
修
了
者
が
対
象
の
講
習
会
。

普
通
救
命
講
習
と
同
じ
修
了
証
を
交
付
。

日
11
月
19
日
㈫
、
10
時
〜
12
時

場
南
出
張
所
（
西
17
南
41
）

味み

噌そ

作
り
教
室

　

市
内
の
農
家
グ
ル
ー
プ
「
畑
の
キ
ッ

チ
ン
お
び
ひ
ろ
」
に
よ
る
味
噌
作
り
教

室
。
地
元
産
大
豆
を
使
用
し
て
４
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
味
噌
を
作
る
。

日
11
月
29
日
㈮
、
14
時
〜
16
時

場
川
西
農
業
者
研
修
セ
ン
タ
ー
（
川
西

町
西
２
線
59
）

定
先
着
20
人

￥
２
０
０
０
円

申
問
11
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎

59
・
２
３
２
３
）
へ
。

初
め
て
の
パ
ン
と
ケ
ー
キ
作
り

教
室
３
カ
月
コ
ー
ス

　

３
回
の
講
習
で
、
お
い
し
い
パ
ン
と

ケ
ー
キ
の
作
り
方
を
学
ぶ
。

日
11
月
15
日
㈮
、
12
月
20
日
㈮
、
翌
年

１
月
17
日
㈮
、
全
３
回
、
10
時
〜
12
時

30
分

定
抽
選
10
人

￥
６
６
０
０
円

場
申
問
11
月
８
日
㈮
ま
で
に
、往
復
は

が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
６
頁
）

を
書
い
て
、帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ

ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館（
〒
080
・

2472
西
22
条
南

６
丁
目
６
、☎
36
・
８
０
９
５
）へ
。

１
日
飼
育
係

　

普
段
と
違
う
視
点
か
ら
動
物
園
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
動
物
と
の
向
き
合
い

方
や
動
物
園
の
役
割
な
ど
を
考
え
る
。

対
中
学
生
以
上

日
12
月
14
日
㈯
、
10
時
〜
15
時
15
分

定
抽
選
４
人

場
申
問
11
月
14
日
㈭
〜
28
日
㈭
ま
で

に
、
郵
便
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載

事
項
」（
６
頁
）
を
書
い
て
、
動
物
園

（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、
☎
24
・

２
４
３
７
）
へ
。
当
選
者
に
は
別
途
通

知
す
る
。ス

ポ
ー
ツ

市
内
公
設
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

11
月
４
日
ま
で

　

市
内
公
設
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
11

月
４
日

（振）
ま
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
日
に
ち
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員

特別講座
【帯広市わかば会合同学習会】

人生のしまい方
〜医療の側から〜

今井 貴史 氏（第一病院総合診療科医長）

11 月 7 日（木）
10 時〜 11 時 30 分

先着
50 人

人生 100 年時代といわれる現代に生きる
私たちが、今できること、これから必要
になっていく大切なことを医療の側から
分かりやすく語る。
場市民文化ホール（西５南 11）

第 29 集
学んで予防！

身近なのに意外と知らない
“ フレイル ”

田口 あきほ 氏（健康運動指導士）
11 月 12 日（火）

13 時 30 分〜 16 時
先着
30 人講座の前半はフレイルについての講演、

後半はストレッチ・軽運動を実践し、自
身の健康について見つめ直す。

第 30 集
【消費者講座】

ずっと健康長寿で
〜老化や認知症を
予防しましょう〜

市健康推進課職員
11 月 15 日（金）

10 時〜 11 時 30 分
先着

150 人充実した消費生活を送るためには健康を
維持することも重要な要素のひとつ。健
康長寿を目指すための方法について学ぶ。

第 31 集
渋沢栄一と十勝

〜新一万円札の顔〜

嶺
みね

野
の

 侑
すすむ

 氏（元帯広市議会議長）
11 月 19 日（火）

18 時 30 分〜 20 時
先着

150 人新一万円札の肖像となる渋沢栄一を、歴
史的観点から学ぶ。

第 32 集
明治の食育

〜ヨーグルトのひみつ〜

有江 泰彦 氏（明治北日本支社札幌オフィス
企画管理部コミュニケーション課参与）

11 月 21 日（木）
18 時 30 分〜 20 時

先着
70 人世界中で伝統的に食され、健康との関係

も注目されているヨーグルト。そのヨーグ
ルトに関する秘密が盛りだくさんな講座。

第 33 集
【釧路高専公開講座　共催】

情熱の人
与謝野晶子

小田島 本
もとあり

有 氏（釧路工業高等専門学校創
造工学科一般教育部門教授）

11 月 23 日（祝）
13 時〜 15 時

先着
70 人お嬢様育ちだった鳳

ほう
晶子が、与謝野鉄幹

と出会い次々と話題作を発表していった
経緯や、たくましい精神力に注目しつつ、
その文学世界をめぐる。

第 34 集
【生

しょうがいがくしゅう

街楽集の学舎 主管講座】
天気予報今昔

〜日本初の予報から
近年の異常気象まで〜

髙桑 衣
きぬ

佳
か

 氏（気象予報士）
11 月 26 日（火）

18 時 30 分〜 20 時
先着
50 人日本の天気予報の歴史や、天気予報業界

の現状、近年の異常気象など、天気予報
に関するさまざまな情報を伝える。

第 35 集
【帯広大谷短期大学

連携協力講座】
運動遊びは、

元気のしるし！

高瀬 淳也 氏（帯広大谷短期大学社会福祉
科子ども福祉専攻准教授）

11 月 28 日（木）
18 時 30 分〜 20 時

先着
50 人

運動神経の発達が著しい幼少期から小学
生期の運動機会が減少傾向にあることは、
現代の課題の１つ。体を動かして遊ぶこと
が大好きな子どもたちを育てるために、大
人はどのように接すればよいか考える。

第 36 集
【畜大ふれあいフェス

ティバル基調講演】
・帯広畜産大学の取組み
・食の安全のとらえ方　
〜風評被害という被害〜

井上 昇 氏（帯広畜産大学理事・副学長）
窪田 さと子 氏（帯広畜産大学助教）

12 月１日（日）
10 時〜 11 時

先着
80 人

講演の前半では帯広畜産大学の取り組み
について紹介し、後半では「風評被害」を
通して、食の「安全」と「安心」の違いにつ
いて解説する。

市民大学講座
場特に記載がない場合は、とかちプラザ（西４南 13）
申問各開催日の前日までに、生涯学習課（市庁舎８階、☎65・4192）へ。
※第 36 集のみ申し込み不要
未就学児（２歳以上）の託児希望は、各開催日の一週間前までに申し込み。



■9■ 広報おびひろ　令和元年11月号 問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

社会保険料控除証明書の送付　今年の１月１日〜９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付した人には、日本年金機構より控除証明書が送付され
ます。年末調整や確定申告の際に必要となるので、大切に保管してください。　問帯広年金事務所（西１南１、☎25・8113、音声案内２→２）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室（
市
庁
舎
８
階
、☎

65
・
４
２
１
０
）

健
康
・
福
祉

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
問
子
育
て
支
援
課（
東
８
南
13
、保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、☎
25
・
９
７
２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
〜
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
令
和
元
年
５
月
生
ま
れ

日
11
月
13
日
㈬
、
21
日
㈭
、
27
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
30
年
４
月
生
ま
れ

日
11
月
７
日
㈭
、
12
日
㈫
、
28
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
28
年
10
月
生
ま
れ

日
11
月
14
日
㈭
、
19
日
㈫
、
26
日
㈫

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
相
談
会

　

妊
婦
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母

親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る
講
話
の

ほ
か
、
育
児
相
談
に
も
応
じ
る
。

対
①
妊
娠
中
の
人
、
②
１
歳
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

定
①
の
み
先
着
５
人

申
①
の
み
直
接
ま
た
は
電
話
で
各
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
令
和
２
年
４
月
に
初
出
産
予
定
の
夫

婦日
12
月
15
日
㈰
、
13
時
〜
15
時
30
分

申
11
月
11
日
㈪
〜
12
月
11
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー（
東
８
南
13
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

☎
25
・
９
７
０
１
、Ｆ
25
・
９
７
０
３
）へ
。

手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
の
希
望
者
は
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

日
11
月
12
日
㈫
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
16
人

￥
６
０
０
円

申
込
期
間
10
月
28
日
㈪
〜
11
月
６
日
㈬

◆
聴
覚
障
害
者
学
級

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
（
聴
覚
）

を
持
つ
人
と
そ
の
家
族

定
各
先
着
20
人

・
断
捨
離
講
座

日
11
月
16
日
㈯
、
10
時
〜
11
時
30
分

申
込
期
間
10
月
30
日
㈬
〜
11
月
８
日
㈮

・
認
知
症
予
防
と
介
護
保
険
制
度

日
11
月
24
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

申
込
期
間
11
月
５
日
㈫
〜
15
日
㈮

◆
障
害
者
料
理
教
室

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

日
①
11
月
25
日
㈪
、
②
28
日
㈭
、
９
時

30
分
〜
12
時
30
分
（
ど
ち
ら
か
１
日
の

み
）

定
各
先
着
20
人

￥
５
０
０
円

申
込
期
間
10
月
28
日
㈪
〜
11
月
８
日
㈮

◆
お
楽
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

平
原
太
鼓
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

演
舞
の
ほ
か
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
授
産
品
販
売
会
を
開
催
。
昼
食
付

き
。

対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の

家
族
、
障
害
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人

日
12
月
７
日
㈯
、
10
時
〜
14
時

定
先
着
１
２
０
人

￥
４
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
期
間
11
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、各

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
健
康
推
進
課

（
東
８
南
13
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
２
１
）へ
。

◆
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
健

診
の
結
果
や
健
康
づ
く
り
な
ど
、
健
康

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。
別
の
日
程

を
希
望
す
る
人
は
要
相
談
。

日
①
11
月
８
日
㈮
、
②
20
日
㈬
、
い
ず

れ
も
８
時
45
分
〜
17
時
30
分
、
１
人
60

分
程
度

◆
糖
尿
病
予
防
講
座

　

血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
す
る
た

め
の
食
事
や
運
動
を
紹
介
す
る
講
座
。

血
糖
値
測
定
も
行
う
。

日
11
月
14
日
㈭
、
10
時
30
分
〜
12
時

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

定
先
着
40
人

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

・
室
内
運
動
編

　
「
帯
広
は
糖
尿
病
が
多
い
⁉
」
を
テ

ー
マ
に
講
話
と
簡
単
な
運
動
を
行
う
。

日
11
月
16
日
㈯
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
先
着
40
人

・
健
康
度
ア
ッ
プ
教
室
編

　

血
管
年
齢
測
定
や
地
域
の
健
康
課
題

に
関
す
る
講
話
、
室
内
運
動
を
行
う
。

日
11
月
28
日
㈭
、
10
時
〜
11
時
45
分

場
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

定
先
着
30
人

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

採
血
に
よ
る
血
清
反
応
検
査
。
結
果

は
約
４
週
間
後
に
通
知
。
申
し
込
み
不

要
。

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
で
、

過
去
５
年
以
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人

日
11
月
19
日
㈫
、
14
時
〜
14
時
30
分

￥
３
０
０
円
（
中
学
生
ま
で
は
無
料
）

◆
ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
の
栄

養
学
習
と
試
食
、
手
軽
な
運
動
を
セ
ッ

ト
で
体
験
で
き
る
教
室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
①
11
月
21
日
㈭
、
②
12
月
７
日
㈯
、

い
ず
れ
も
11
時
〜
12
時
40
分

場
①
啓
北
コ
ミ
セ
ン
（
西
13
北
２
）、

②
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

定
各
先
着
20
人

申
各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
電
話

で
北
海
道
対
が
ん
協
会
帯
広
出
張
所

（
☎
27
・
２
３
４
５
）
へ
。

10月20日から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用、申し込み期限などの詳細は
各施設に問い合わせるか、帯広市文化スポーツ振興財団のホー
ムページ、または総合案内（市庁舎１階）、各スポーツ施設、
各コミセンに配置している生涯学習情報誌「まなびや」で確認
してください。

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
❶ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP http://obihiro-foundation.jp/
❷直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
❸往復はがき…………「申込時の記載事項」（６頁）を記入

※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週があります。

▲詳細はこちら

スポーツ教室についてのお知らせ

開催施設 日程：回数 講座・教室名 対象者

帯広の森
体育館

1/6（月）〜 1/8（水）
３日間コース 冬休みキッズスポーツ＆食育教室

幼稚園・保育所の
年中・年長に当たる

幼児

1/8（水）、1/15（水）、
1/27（月）、全３回 ベビーダンス教室

首がすわっている
生後３カ月〜２歳

前後の乳幼児と
その保護者

1/10（金）〜 3/27（金）の
金曜日：全 10 回

首・肩・腰の痛み不調改善ヨガ
（２期） 16歳以上の人

1/22（水）〜 3/11（水）の
水曜日：全８回 Z

ズ ン バ

UMBA 16 歳以上の人

帯広の森
市民プール

1/8（水）〜 3/4（水）の
水曜日：全８回 水中エアロビクス（４回目） 16歳以上の人

1/9（木）〜 2/27（木）の
木曜日：全８回 アクア美

ビューティー

UT（２回目） 16歳以上の人

1/9（木）〜 2/27（木）の
木曜日：全８回 ピラティス（５回目） 16歳以上の人

1/10（金）〜 2/28（金）の
金曜日：全８回 とんでけ脂肪（３回目） 16歳以上の人

1/15（水）〜 3/11（水）の
水曜日：全８回 楽しく水中運動教室（２回目） 16歳以上の人

明治北海道
十勝オーバル

12/19（木）〜 2/27（木）の
木曜日：全 10 回 ヨガ④ 16歳以上の人

1/6（月）〜 3/23（月）の
月曜日：全 12 回

しなやかボディ⑥
場市民文化ホール（西５南11） 16歳以上の人

1/7（火）〜 3/24（火）の
火曜日：全 12 回 しなやかボディ⑧ 16歳以上の人

1/8（水）〜 3/25（水）の
水曜日：全 12 回 しなやかボディ⑦ 16歳以上の人

帯広の森
スポーツセンター

11/1（金）〜 2/28（金）の
水・金曜日

スピードスケート　ワンポイント
レッスン（現地受け付け） 小学生以上の初心者

問帯広の森体育館（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎48・8912）
　 帯広の森市民プール（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎47・3630）
　 明治北海道十勝オーバル（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎49・4000）
　 帯広の森スポーツセンター（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎48・2401）

開催日 講座名 / 場所・申し込み先

11 月
８日（金）

ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

地域子育て支援センターすずらん
（柏林台西町５、☎36・2388）

11 月
14 日（木）

ママと赤ちゃんの食事講座

地域子育て支援センターあじさい
（東９南 19、☎67・6231）

11 月
19 日（火）

ママと赤ちゃんの食事講座

地域子育て支援センターもりのこ
（大空町１、☎49・2005）

時間はいずれも 10 時〜 11 時 10 分

野菜たっぷりのビビンバなどを作ります



■10■広報おびひろ　令和元年11月号対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

11 月４日（月）「文化の日」の振替休日は通常通りごみを収集します　月曜日収集地区の人は、午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたご
みステーションに出してください。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311）

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
員
養
成

講
習
会

　

健
康
増
進
の
知
識
や
、
高
齢
者
の
支

援
・
自
立
に
役
立
つ
介
護
技
術
を
学
ぶ
。

対
15
歳
以
上

日
11
月
30
日
㈯
、
12
月
１
日
㈰
、
全
２

回
、
９
時
15
分
〜
17
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
９
０
０
円

申
問
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
社

会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４

６
）
へ
。

高
齢
者
福
祉
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
11
月
28
日
㈭
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
０
０
円

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と
の

接
し
方
な
ど
を
学
び
、
認
知
症
の
人
を

地
域
で
見
守
る
応
援
者
を
養
成
す
る
。

日
12
月
４
日
㈬
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
広
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
19
南
３
）

定
先
着
30
人

申
12
月
２
日
㈪
ま
で
に
、
高
齢
者
福
祉

課
へ
。案

　
内

令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
へ
の
お
知
ら
せ

問
学
校
教
育
課（
市
庁
舎
８
階
、☎
65
・

４
２
０
３
）

対
令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
（
平
成
25
年
４
月
２
日
〜
平
成

26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保
護
者

◆
入
学
通
知
書
を
10
月
中
旬
に
送
付
し

ま
し
た

　

就
学
時
健
康
診
断
が
始
ま
り
ま
す
。

入
学
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人
は
早

め
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
帯
広
市

に
居
住
し
な
が
ら
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
新
入
学
児
童
は
、
個
別
に
小
学
校

入
学
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
入
学
準
備
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

支
給
し
ま
す

　

就
学
援
助
の
対
象
と
な
る
人
に
対
し
、

入
学
準
備
に
必
要
な
費
用
の
一
部
と
し

て
、
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
６
０
０
円

を
入
学
前
の
２
月
に
支
給
し
ま
す
。
申

請
書
類
は
就
学
時
健
康
診
断
の
際
に
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11

月
中
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

令
和
元
年
度

帯
広
市
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
・

文
化
活
動
功
労
賞
表
彰
式

　

令
和
元
年
度
帯
広
市
文
化
賞
な
ど
の

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

帯
広
市
文
化
賞　
　
　
　

長
澤
秀
行
様

帯
広
市
文
化
奨
励
賞　
　

角　

良
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
陽
一
様

帯
広
市
文
化
活
動
功
労
賞
津
島
民
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
広
三
曲
協
会

・
文
化
賞
な
ど
の
表
彰
式

日
11
月
３
日
㈷
、
11
時
〜
12
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
文
化
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

２
０
９
）

冬
期
間
公
園
ト
イ
レ
・
水
飲
み

場
を
閉
鎖
し
ま
す

　

凍
結
防
止
の
た
め
、
市
内
公
園
の
ト

イ
レ
・
水
飲
み
場
を
11
月
１
日
㈮
か
ら

閉
鎖
し
ま
す
。
な
お
、
次
の
公
園
の
ト

イ
レ
は
冬
期
間
も
使
用
で
き
ま
す
。

▽
緑
ヶ
丘
（
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
横
、
多

目
的
広
場
、
児
童
遊
園
）
▽
大
通
▽
白

樺
▽
大
空
▽
み
な
み
野
▽
東
▽
中
央

（
南
側
）
▽
あ
づ
さ
▽
サ
ケ
の
ふ
る
里

▽
ま
な
び
野

問
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
21
・
３
１
７
２
）

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
次
の

事
由
に
該
当
し
、
一
時
的
に
著
し
く
生

活
が
困
難
に
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
額

（
一
部
負
担
金
）
が
一
定
期
間
減
免
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
震
災
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
、
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け

た
場
合
▽
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産

を
し
た
場
合
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月

間
（
多
胎
出
産
の
場
合
３
カ
月
前
か
ら

６
カ
月
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
産
前
産
後
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
た
期
間
は
将
来
、
年
金
額
を

計
算
す
る
時
に
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

茶話会の様子

帯広市議会  地域意見交換会の開催

問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

問議会事務局（議会棟２階、☎65・4221）

　市民の皆さんと市議会議員が意見を交換して、今後の議会議論に生
かします。申し込み不要で、どなたでも参加できますので、当日直接
会場にお越しください。皆さんの参加をお待ちしています。

　地域でのつながりの大切さや、広がりつつある市民と行政の協働の
取り組み、町内会や市民団体との連携など、事例を交えながら紹介す
るほか、地域のつながりの輪を広げる取り組みをされている団体に登
場いただき活動紹介を行います。

◆テーマ「つながりでつくる これからの帯広」

日　時 会　場 備　考
11 月

14 日（木）
10 時 30 分〜

11 時 30 分
p
ポ プ ケ
opke

（西21南２、畜大練成会西本部向かい）
託児あり

（要予約）

11 月
16 日（土）

14 時〜
15 時

地域支
し

縁
えん

くらぶ白樺
（白樺 16 西２、ダイイチ白樺店内）

手話通訳あり
（申し込み不要）

　歩くことの健康効果や、帯広市民の死因第１位になっている「がん」
の状況、市の健康事業や各種検診などを紹介するほか、懇談会中簡単
な運動を行います。また、懇談会の前後30分間で血圧、血糖値、血管
年齢が計測できる検診体験コーナーを用意しています。

◆テーマ「みんなでつくる おびひろの健康」

日　時 会　場 備　考
11 月

22 日（金）
10 時 30 分〜

11 時 30 分
大正農業者トレーニングセンター

（大正本町西１）
託児あり

（要予約）

日　時 場　所
11 月 15 日

（金） 19時〜 啓北コミセン
（西 13 北２）

11 月 16 日
（土）

14時〜 帯広の森コミセン
（空港南町南 11）

19時〜 西帯広コミセン
（西 23 南２）

11 月 17 日
（日）

14時〜 大正農業者トレーニングセンター
（大正本町西 1）

19時〜 鉄南コミセン
（西２南 24）

おおむね１時間 30 分。
昨年開催の様子

11月開催分
申し込み不要市長と語る！地区懇談会

　市民の皆さんと市長が意見を交換して、これからの帯
広のまちづくりを一緒に考える地区懇談会を開催します。
　 託児希望者のみ各開催日の１週間前までに、申し込み
フォームから登録するか電話で広報広聴課へ。

託児申し込みフォーム↑
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11 月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、11 月 13 日（水）、27 日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地
区は、11 月６日（水）、20 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311）

　

届
け
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
可
能
。
以
下
の
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
個
人
番
号
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ

ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
な
ど
）
▽
母
子

健
康
手
帳
な
ど
▽
年
金
手
帳
▽
印
鑑
▽

死
産
証
明
書
な
ど
（
死
産
の
場
合
）

対
妊
娠
85
日
以
上
（
死
産
、
流
産
、
早

産
お
よ
び
人
工
妊
娠
中
絶
を
含
む
）
の

人
で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日

以
降
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課（
市
庁
舎
１
階
、☎
65
・

４
１
４
３
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請
期
限

は
令
和
元
年
11
月
30
日
㈯（
消
印
有
効
）

で
す
。（
子
育
て
世
帯
は
申
請
不
要
）

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
を
過

ぎ
た
場
合
は
、
受
理
さ
れ
な
い
の
で
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

商
品
券
利
用
可
能
店
舗
に
は
、
ポ
ス

タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
社
会
課 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担

当
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
２
３
３
）

住
民
票
な
ど
に
旧
氏
（
旧
姓
）
が

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

令
和
元
年
11
月
５
日
か
ら
、
本
人
か

ら
の
申
し
出
に
よ
り
住
民
票
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）・
印

鑑
証
明
書
に
「
旧
氏
（
旧
姓
）」
を
併
記

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

旧
氏
（
旧
姓
）
と
は
過
去
の
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
氏
（
姓
）
の
こ
と
で

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課（
市
庁
舎
１
階
、☎
65
・

４
１
４
１
）

募
　
集

自
衛
官
を
募
集

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
申
込
期
間
に
、自
衛
隊
帯
広
募
集

案
内
所（
西
５
南
14
、

☎
23
・
８
７
１
８
）

へ
。

担
当
課
総
務
課

帯
広
市
公
営
企
業
経
営
審
議
会

委
員
の
募
集

　

市
の
水
道
・
公
共
下
水
道
の
運
営
に
関

す
る
事
項
の
審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
20
歳
以
上
で
、
年
２
〜
６
回
程

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
、
市
が
設
置

す
る
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
な
い
人

任
期
翌
年
２
月
22
日
㈯
か
ら
２
年
間

報
酬
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

定
選
考
２
人

申
問
応
募
動
機
を
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
た
小
論
文
と
履
歴
書
を
、
11
月

18
日
㈪
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

上
下
水
道
部
総
務
課
（
〒
080
・

8670
西
５

条
南
７
丁
目
１
番
地
、
水
道
棟
２
階
、

☎
65
・
４
２
１
１
）
へ
。

11
月
定
期
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
を
持
参
の

上
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し

込
み
方
法
、
入
居
者
資
格
、
募
集
住
宅

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
る
住
宅
も
あ

る
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
11
月
１
日
㈮
、
５
日
㈫
、
８
時
45
分

〜
17
時
30
分
、
６
日
㈬
、
８
時
45
分
〜

19
時

場
水
道
棟
３
階
大
会
議
室

申
問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
９
０
）

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し

ま
す

　

来
年
度
の
会
計
年
度
任
用
職
員
（
従

来
の
嘱
託
職
員
の
職
種
）
を
複
数
の
職

種
で
募
集
。
詳
細
は
、
11
月
初
旬
に
職

員
課
・
総
合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）
な

ど
に
設
置
す
る
募
集
要
項
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
職
員
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
７
）

「これからの帯広市のまちづくりを考えよう」
〜第七期帯広市総合計画（原案）に対するご意見募集〜

問企画課（〒080・8670 西５条南７丁目１番地、
市庁舎５階、☎65・4105、Ｆ23・0151、

plan＠city.obihiro.hokkaido.jp）へ。

　「総合計画」は、市民と市がまちづくりの方向性について共通の理解に
立ち、それぞれの役割を担いながら、複雑・多様化する地域課題に、力
を合わせて取り組んでいくための指針となるものです。
　この度、第七期帯広市総合計画の策定に当たり、パブリックコメント（市
民意見提出制度）と意見交換会を実施します。

申①は10月29日（火）、②は11月１日（金）までに、電話または直接企画課
へ。当日参加も可能。

　令和２年４月１日採用予定の総合職（２区
分）の職員を募集。
　申し込みの前に、必ず試験案内で受験資
格と申込方法を確認してください。試験案
内は、11月１日（金）より総合案内（市庁舎１
階）と職員課で配布するほか、市ホームペー
ジにも掲載。
◆試験区分　 年齢などの受験資格は、試験

案内で確認してください。
・ 総合職（２区分）
①任期付職員（保育士）、②任期付職員（土木）
◆採用人数　試験案内で確認してください。
◆試験日程　 12月７日（土）
◆試験会場　市本庁舎
申問11月１日（金）〜22日（金）までに、試
験案内の採用試験申込書と郵便はがきを同
封の上、直接または郵送で職員課（〒080・
8670西５条南７丁目１番地、市庁舎５階、
☎65・4108）へ。

令和２年度採用
帯広市職員の募集

任期付職員

　計画（原案）および募集要領は、市ホームページで公開しているほか、
各コミセンなどに配置しています。意見募集期間内に、案件名、氏名、住所、
意見を書いて、郵送・直接・ファクス・Ｅメールで提出してください。
募集期間10月21日（月）〜11月19日（火）（17時30分必着）

◆パブリックコメント（市民意見提出制度）

◆意見交換会
開催日時 場　所

① 10 月 30 日（水） 15 時 30 分〜 農業技術センター（川西町基線 61）

② 11 月２日（土） 15 時 30 分〜 図書館（西２南 14）

おおむね１時間。

総合計画って何ですか？
難しそう・・

「将来的に、このまちをこうしていこう・こう
していきたいね、という方向性をみんなで決
めて、行動するための計画」のことです。

市からの説明後、皆さんからまちづくり
に関するご質問やご意見をいただきたい
と考えています。気軽に参加してください。

意見交換会ではどんなことをするの？

「総合計画」は、まちづくりの設計図です
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帯
森
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
懐
か
し
い
軽
音
楽
」
を
テ
ー
マ
に
、

レ
コ
ー
ド
で
楽
し
み
ま
す
。

日
11
月
３
日
㈷
、
10
時
～
11
時
30
分

場
帯
広
の
森
コ
ミ
セ
ン
（
空
港
南
町
南

11
）

問
帯
広
の
森
コ
ミ
セ
ン
レ
コ
ー
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
・
垣
谷
（
☎
47
・
１
１

７
０
）

大
人
の
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
作
り
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

を
学
ん
だ
後
、
参
加
者
に
会
員
の
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
。
ハ
ン
カ
チ
持
参
。

対
高
校
生
以
上

日
11
月
４
日

（振）
、
10
時
～
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
５
０
０
円

申
問
10
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で

十
勝
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
事
務
局
・
鈴
木

（
☎
０
９
０
・
１
３
８
５
・
６
９
６
９
）へ
。

司
法
書
士
・
行
政
書
士

合
同
無
料
相
談
会

　

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
手
続
き
な

ど
の
民
法
改
正
問
題
や
、
空
き
家
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
11
月
６
日
㈬
、
10
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
行
政
書
士
会
十
勝
支
部
（
☎

67
・
１
７
７
７
）

帯
広
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

見
学
ツ
ア
ー

　

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
見

て
い
た
だ
く
た
め
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
11
月
６
日
㈬
、
13
時
～
15
時

場
問
北
海
道
立
帯
広
美
術
館
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
22
・
６
９
６
３
）

福
祉
の
職
場
見
学
会

　

施
設
内
や
仕
事
の
見
学
と
併
せ
て
、

施
設
担
当
者
に
よ
る
福
祉
の
仕
事
や
取

り
組
み
な
ど
、
講
習
を
行
い
ま
す
。

対
福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
人
・
学
生

日
11
月
６
日
㈬
、
14
時
～
16
時

場
多
機
能
ホ
ー
ム
い
な
ほ
（
西
５
南

37
）

定
先
着
20
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
福

祉
協
議
会
・
人
材
バ
ン
ク
（
☎
27
・
２

５
２
５
）
へ
。

合
同
企
業
説
明
会

　

食
・
も
の
づ
く
り
・
観
光
・
サ
ー
ビ

ス
分
野
な
ど
の
企
業
が
出
展
し
ま
す
。

場
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広

（
西
２
南
13
）

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
ジ
ョ
ブ
サ
ロ
ン
帯

広
（
☎
26
・
２
１
３
０
）

◆
オ
シ
ゴ
ト
説
明
会
i
n
帯
広

対
40
歳
以
上
の
男
性
と
学
生
以
外
の
女

性日
11
月
７
日
㈭
、
10
時
～
12
時
15
分

◆
北
海
道
お
し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
i
n
帯

広対
44
歳
ま
で
の
若
年
者
と
２
０
２
０
年

卒
予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学
生

日
11
月
７
日
㈭
、
14
時
30
分
～
16
時
45

分高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
就
職
促
進

事
業
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
講
習
」

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
と
し
て
の
基
礎

的
な
知
識
を
学
び
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

員
検
定
」
取
得
に
向
け
た
講
習
会
で
す
。

対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し
て

い
る
55
歳
以
上
の
人

日
11
月
８
日
㈮
～
21
日
㈭
の
９
日
間

場
ソ
ネ
ビ
ル
（
西
６
南
６
）

定
５
人
（
11
月
１
日
㈮
に
選
考
会
お
よ

び
説
明
会
を
行
い
ま
す
）

申
問
10
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
札
幌
支
社

（
☎
０
１
１
・
７
９
６
・
８
６
５
７
）
へ
。

十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

フ
ワ
フ
ワ
ド
ー
ム
終
了
の
お
掃
除

　

今
シ
ー
ズ
ン
お
世
話
に
な
っ
た
フ
ワ

フ
ワ
ド
ー
ム
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
み
ん
な
で
お
掃
除
を
し
て
、「
ま

た
来
年
よ
ろ
し
く
ね
」
と
伝
え
ま
し
ょ

う
。
雨
天
中
止
。

日
11
月
10
日
㈰
、
15
時
30
分
～
16
時

場
問
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
音
更

町
十
勝
川
温
泉
南
18
、
☎
32
・
６
７
８

０
）Mも

っ

と

o
t
t
o 

お
び
広
が
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀
大
会

　

M
o
t
t
o 

お
び
広
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
採
択
事
業
の
健
康
麻
雀
大
会
で
す
。

対
18
歳
以
上

日
11
月
11
日
㈪
、
▽
麻
雀
講
習
会
10
時

～
12
時
▽
麻
雀
大
会
13
時
～
16
時

場
さ
わ
や
か
マ
ー
ジ
ャ
ン
十
夢
（
西
16

南
１
）

定
抽
選
各
24
人

問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
十
勝
健
康
麻

雀
集
い
の
会
（
☎
０
９
０
・
２
０
７
５
・

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
広報おびひろ１月号では、市民の掲示板はお休みです。
なお、２月号掲載の受付締め切りは12月13日（金）です。
　　　　　　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

　「人生 100 年」と言われる時代、長い老
後をどう楽しく過ごすかが課題になって
います。「心も体も元気」が基本ですが、
身近な生活や時事問題などに好奇心を持
つことも大切です。それには、脳トレに
もなる川柳づくりが最適ではないでしょうか。
　本書は、90 歳以上のご長寿が詠んだ、計 192 句を掲載してい
ます。「九十歳 これからなのさと たんか切る」。笑いながら元気
が湧いてくる一冊です。

　今月は短詩形文芸から「川柳」を選びました。川柳を通して元
気に過ごす高齢者の本を紹介します。

図書館のオススメ

図書館（西２南 14、☎ 22・4700）問い合わせ

『超シルバー川柳
 90歳以上のご長寿だけの傑作選！』

（表紙画像使用許諾済）

編　者…みやぎシルバーネット
　　　　河出書房新社編集部編
出版社…河出書房新社

使
つか

い終
お

わった歯
は

磨
みが

き用
ようひん

品五つのうち、一つだけごみの種
しゅるい

類が違
ちが

うものがあるからあてるでござる！（答
こた

えは下
した

を見
み

るでござる）

　今
こんかい

回は、11 月
がつ

8 日
か

のイイ歯
は

の日
ひ

にちなんで、歯
は

磨
みが

き用
ようひん

品の分
ぶんべつ

別についての問
もんだい

題だよ！

リサイクル忍者  わけすけ
ごみの分別や減量を
PRしている忍者学校の

小学４年生

分かる
かな？

問い合わせ 清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

わけすけからの

ごみに関
かん

する挑
ちょうせんじょう

戦状

①歯
は

ブラシ　　②歯
し か ん

間ブラシ　　③糸
いと

ようじ
④歯

は

磨
みが

きコップ　　⑤練
ね

り歯
は

磨
みが

きのチューブ

正解は⑤練り歯磨きのチューブ！①②③④は燃やさないごみ、⑤は中身をしっかり使い切り洗ってからプラスチ
ック製容器包装の資源ごみに出すでござる！ルールを守って正しく分別するでござる！

わけすけからのごみに
関する挑戦状  答え
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８
７
１
７
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
の

無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親日
11
月
15
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分
間

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
４
人

申
問
11
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児
希
望
者

は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
７
回
九
州
大
学
農
学
研
究
院
と

足
寄
町
の
協
力
協
定
に
基
づ
く
講
演
会

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
最
前
線
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
11
月
15
日
㈮
、
18
時
～
20
時

場
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
（
足
寄
町

北
１
）

定
先
着
１
５
０
人

問
九
州
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
・
信の

ぶ

国く
に

（
☎
０
１
５
６
・
25
・
２
６
０
８
）

第
１
回
「
十
勝
・
四
国
遍
路
会
」

　
「
四
国
遍
路
の
魅
力
は
？
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
11
月
16
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
・
福
井
（ 

☎
42
・

５
１
９
５
）

１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ミ
ニ
バ
レ
ー
愛
好
者
の
交
流
会

　

楽
し
み
な
が
ら
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
11
月
23
日
㈷
、
９
時
～
12
時

場
啓
北
小
学
校
体
育
館
（
西
14
北
７
）

￥
大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も
10
円

問
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
声
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
・
島
貫（
☎
０
９
０
・

３
０
１
９
・
５
３
５
１
）

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
の
進
行
抑
止
・
改
善
・
予
防

に
効
果
が
あ
る
学
習
療
法
に
つ
い
て
講

演
す
る
ほ
か
、
映
画
「
僕
が
ジ
ョ
ン
と

呼
ば
れ
る
ま
で
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
11
月
24
日
㈰
、
12
時
45
分
～
16
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
３
０
０
人

申
直
接
、
帯
広
信
用
金
庫
窓
口
へ
。

問
帯
広
信
用
金
庫
営
業
推
進
部
（
☎

67
・
５
２
７
９
）

帯
広
工
業
高
校
学
校
説
明
会
・

見
学
会

　

工
業
高
校
で
の
学
習
内
容
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
進
路
状
況
の
説
明
や

実
習
見
学
を
行
い
ま
す
。

対
十
勝
管
内
の
中
学
生
の
保
護
者
、
中

学
校
の
教
員

日
12
月
８
日
㈰
、
12
時
30
分
～
15
時

臣
の
許
可
を
受
け
た
貸
切
バ
ス
事
業
者

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局
（
☎

33
・
３
２
８
６
）

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、「
特

定
の
受
取
人
に
対
し
、
差
出
人
の
意
思

を
表
示
し
、
ま
た
は
事
実
を
通
知
す
る

文
書
」
の
こ
と
で
す
。
宅
配
便
や
メ
ー

ル
便
で
は
原
則
と
し
て
、
信
書
の
送
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

場
申
問
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
各
中

学
校
の
担
当
の
先
生
を
通
じ
て
帯
広
工

業
高
校
（
清
流
西
２
、
☎
48
・
５
６
５

０
）
へ
。

ノ
ー
ス
・
ス
ト
ロ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
水
泳
教
室
団
員
募
集

　

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
（
次
年
度
継

続
可
）
の
水
泳
教
室
の
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
年
長
～
小
学
６
年
生

場
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町
南
７

線
56
）

問
倉
嶋
（
☎
０
９
０
・
１
６
４
２
・
７

９
２
２
）
ま
た
は
、
大
野
（
☎
０
９
０
・

９
４
３
８
・
８
４
１
１
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税
（
第
２
期
分
）
の
納
税
に
つ
い
て

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
令
和
元
年
分
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納

税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
２

期
分
の
納
付
の
手
続
き
を
、
12
月
２
日

㈪
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
帯
広
税
務
署
（
☎
24
・
２
１
６
２
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
、

お
よ
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃

金
が
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
時
間
額
８
６
１
円

問
北
海
道
労
働
局
帯
広
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
22
・
８
１
０
０
）

自
家
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
切
な

利
用
に
つ
い
て

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ
。
▽
レ
ン
タ
カ
ー
に
は
運
転

手
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。▽
違
法
な「
白

バ
ス
」「
白
タ
ク
」
を
利
用
し
て
事
故

に
あ
っ
た
場
合
、
保
険
の
適
用
が
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
▽
運
転
手
付
き
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配
は
、
国
土
交
通
大

問
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵
便
課

（
☎
03
・
５
２
５
３
・
５
９
７
５
）

令
和
元
年
度
第
３
回
道
営
住
宅

入
居
者
募
集

　

10
月
25
日
㈮
か
ら
配
布
の
募
集
案
内

の
ほ
か
、
随
時
募
集
の
住
宅
も
あ
る
の

で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
11
月
８
日
㈮
～
11
日
㈪

抽
選
場
所
十
勝
合
同
庁
舎（
東
３
南
３
）

申
問
エ
ー
ワ
ン
・
創
造
設
計
舎
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
西
８
南
13
、
☎
22
・
２
０

１
３
）
へ
。

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

　

こ
の
写
真
の
土
器
は
、
昭
和
40
年
代

に
行
わ
れ
た
中
島
公
園
（
東
３
南
２
）

の
整
備
の
際
に
出
土
し
た
「
土
師
器
」

の
か
め
で
す
。

　
「
土
師
器
」
と
は
、
本
州
以
南
の
古

墳
～
奈
良
平
安
時
代
の
人
々
が
煮
沸
具

や
貯
蔵
具
、
食
器
と
し
て
使
用
し
た
素

焼
き
の
土
器
で
す
。
北
海
道
で
は
、
７

～
８
世
紀
頃
に
東
北
北
部
か
ら
道
央
～

道
南
部
に
や
っ
て
き
た
移
民
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
土
器
の
形
を
見
る
と
、
７
世

紀
頃
に
東
北
北
部
の
人
々
が
作
っ
た
土

師
器
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
土
器
の
作
り
方
の
作
法
か
ら
見
る

と
、
北
海
道
在
地
の
人
々
の
技
術
伝
統

で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

当
時
の
北
海
道
の
人
々
は
、
鉄
な
ど
先

進
的
な
文ぶ

ん

物ぶ
つ

を
求
め
て
、
東
北
北
部
の

人
々
と
盛
ん
な
交
易
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
土
器
は
、
そ
の
よ
う
な

交
流
の
中
で
、
東
北
北
部
の
土
師
器
を

ま
ね
て
北
海
道
の
人
々
が
作
っ
た
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。

　

中
島
公
園
は
、
十
勝
川
と
帯
広
川
や

音
更
川
な
ど
主
要
支
川
と
が
交
わ
る
合

流
点
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
対
岸
の

十
勝
川
温
泉
か
ら
は
９
世
紀
頃
の
同
種

の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

常
呂
川
・
網
走
川
な
ど
を
通
り
オ
ホ
ー

ツ
ク
方
面
に
抜
け
る
た
め
の
ル
ー
ト
と

考
え
ら
れ
る
利
別
川
沿
い
に
も
同
時
期

の
遺
跡
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
古
墳
文
化

と
交
わ
り
を
も
っ
た
北
海
道
の
人
々

が
、
鉄
な
ど
と
交
換
す
る
た
め
の
交
易

品
（
毛
皮
な
ど
）
を
求
め
て
、
こ
の
地

を
往
来
し
て
い
た
姿
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

ふるさと

見聞録
文／百年記念館　　森　久大　　写真／百年記念館所蔵

帯広市内で見つかった「土
は じ き

師器」

中島公園から出土した「土師器」

　寒い時期は湯たんぽなどで、就寝中に低温の熱を長
時間皮膚に接触させ、低温やけどになる高齢者や子ど
もが増えます。
　低温やけどは熱が低温なため、長時間触れ続けても
熱さや痛みに気付きにくい特徴があります。皮膚の深
い部分まで熱の影響を受けるので、注意が必要です。

低温やけどを予防しよう

　　　　　　健康推進課（東 8 南 13、
保健福祉センター内、☎ 25・9721）
問い合わせ安心安全 メ モ！

◉皮膚に直接熱を当てない
◉寝ている間は熱の出るものを使用しない
◉同じ場所に長時間熱を当てない
◉少しでも熱さを感じたら、熱源を外すか離れる
◉熱が当たっているところを圧迫しない

POINT

やけどになったら、
患部を冷やして
水ぶくれはつぶさず、
医療機関を受診しよう！

カイロの
直貼り
危険！
じか



■14■広報おびひろ　令和元年11月号

広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月 1 回発行　   ※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
●発行日 / 令和元年 11 月１日　●部数 /７万 7000 部　●製作 ･ 印刷 / 大同出版紙業　　●広告取扱 / モデル広告社（☎ 33・7325）

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15〜９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz） ９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

市
で
は
、
そ
れ
ら
の
行
為
を
根
絶
す

る
た
め
、
各
種
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
期
間

　

国
で
は
、
11
月
12
日
～
25
日
（
女
性

に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
）
の
２
週

間
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
期
間
」
と
定
め
て
お
り
、
市
も
こ

の
期
間
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
展
を
き
っ
か
け
に
、
暴

力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

運
動
と
は

「パープルリボン
運動」にご協力く
ださい

　

パ
ー
プ
ル
（
紫
色
）
の
リ
ボ
ン
に
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
と
、
被
害
者

へ
の
「
あ
な
た
は
ひ
と
り
で
は
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る

こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
賛

同
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
展
会
場
に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
パ
ネ
ル
展

問
い
合
わ
せ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報

オビヒロオビヒロカメラレポカメラレポOBIHIRO
CAMERA
REPORT

　市が毎年実施
している、乳が
んの啓発運動「ピ
ンクリボン in お
びひろ」の一環と
して、動物園の
フラミンゴをピ
ンクリボン大使
に任命しました。任命式には緑ヶ丘保育所の園児や家族
連れなど約 50 人が参加し、記念撮影を行いました。
　ピンク色のフラミンゴをきっかけにして、動物園を訪
れる人に乳がんやピンクリボンに関心を持ってもらえる
よう取り組みを進めていきます。（９月 28 日、動物園）

フラミンゴが
ピンクリボン大使に

　親子７組が参
加し「パパと子の
料理教室」が開か
れました。お父
さんと子どもた
ちは、市食生活
改善推進員の皆
さんがサポート
する中、市販の固形ルーを使わずカレーパウダーから作
るカレーライス（左記参照）と、ラッシー作りに挑戦しま
した。子どもたちはニンジンをかわいく型で抜き、料理
に不慣れなお父さんも一生懸命取り組んでおいしいカレ
ーが出来上がりました。（10 月５日、保健福祉センター）

食育・パパと子の料理教室

市の女性相談窓口ひとりで悩まないで

日 時　11月16日（土）～25日（月）
　 　　平日8時45分～19時 土・日曜日、祝日 10時～17時
場 所　市民ホール（市庁舎１階）

女性に対する
暴力をなくす運動パネル展

　市では、女性に対するさまざまな暴力の相談窓口を開設しています。
ひとりで悩まず、安心して相談してください。（秘密厳守）

タベルナ・ラ・オビヒロ
「タベルナ」とは欧州で食堂や居酒屋などを表す言葉です。帯広にちなんだ料理をご紹介！

今回のテーマは
子どもの食育

●タマネギ…50 ｇ　　    ●バター…20 ｇ
●豚ひき肉…50 ｇ　　    ●ご飯…２杯分

●

●

●

●

〈トッピング〉
●枝豆（さや付き）………20 ｇ
●ホールコーン…………10 ｇ

  材  料　〈２人分〉

１． 野菜を洗って、皮をむき、タマネギは薄くスライスする。他の野菜は食べやすい大きさ
に切る。シメジは石づきを切り落とし、手で細かく分ける。

２． ニンジンは５ｍｍの輪切りにして好みの型で抜く。
３． 鍋にバターを入れて中火で熱し、タマネギをしんなりするまで炒める。
４．３に豚ひき肉を加え、火が通ったらAを加えて炒める。
５． 焦げないように弱火にして、Bを加えて材料となじませる。Cの水を少しずつ加え、B

と材料をなじませる。
６． 残りのCとDを加え、野菜がやわらかくなるまで煮る。
７． カレールーの完成。 枝豆はさやをむいて、ホールコーンをトッピングする。

  調理手順

１０月に行われた、「食育・
パパと子の料理教室」で作
られたメニューです。カレー
パウダーからルーを手作り
しています。お鍋ひとつで
簡単に作れるので、試して
みてくださいね。

子ども向けの辛さにしているため、お好みでカレーパウダーの量を調
節してください。同じ小麦粉の量でも火力によりとろみが変わります。
とろみが足りない場合は、後から水溶き小麦粉で調整も出来ます。

小林栄養士

カレーライス
～カレーパウダーでルーから作ろう～

女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

女性相談
☎65・4230

（女性相談サポートライン）
場　　所▷男女共同参画推進課
受付日時▷ 月～金曜日
　　　　　（祝日・年末年始を除く）
　　　　　 ８時45分～17時30分

市民相談「女性相談の日」
☎６５・４２００

場　　所▷市民相談室（市庁舎１階）
受付日時▷ 毎週木曜日

  ８時４５分～１７時３０分

ニンジン…50 ｇ   ジャガイモ…60 ｇ
シメジ……1/4 個  ゆで大豆……50 ｇA
カレーパウダー…小さじ１
小麦粉……………大さじ４B
水…………………２カップ
顆粒コンソメ……８ｇC
ケチャップ………小さじ４
中濃ソース………小さじ４D

パープルリボン運動に参加しませんか


